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学修について	

	

	 本校では，１学年から諸君を「学生」と呼んでいます．それは諸君を，学業においても日常生活において

も，自律的に自己管理ができる人であると期待しているからです．『学生便覧』の有明工業高等専門学校学則

および教育課程の内容を理解した上で，この『授業要目（シラバス）』を熟読し，学生らしく主体的に学習に

取り組んでください．	

	 本校の教育理念および学習・教育到達目標についても，その内容を理解しなければなりません．とくに，

学習・教育到達目標は，諸君が本校で学ぶ学習の目標を，また卒業（あるいは修了）時に身につけておくべ

き能力を簡潔にまとめたものです．繰り返し読んでいつでも言えるようにするとともに，目標を達成するた

めの学習ができているかどうか，常に自分自身の学習状況を振り返る習慣を身につけてください．	

	

	 履修科目には必修科目と選択科目があります．必修科目は必ず修得しなければならない科目です．選択科

目には単独開講と並列開講の種別があります．単独開講選択科目は全学生に修得してほしい科目で，並列開

講選択科目は自分の興味や将来の進路などを考慮して選択できる科目です．その他に授業外科目もあります。

たとえば，『学生便覧』に記した技能審査による資格なども，所定の手続きを経た後に単位として認定します．

在学中にさまざまな資格試験に挑戦してください．	

	 それぞれの科目は系統的に深く関連しています。『授業要目（シラバス）』の中の「科目系統図」をみて，

履修科目の位置づけを理解してください．低学年の基礎科目から理解を積み上げていかないと高学年の関連

科目を理解できません．低学年から基礎学力をつけなければならないのは，そのためです．	

	 『学生便覧』の教育課程に記した進級・卒業の要件は，それを満たす最低限の要件を示したものです．諸

君が将来活躍する「世界」を広げるために，また余裕をもって進級・卒業するために，修得単位数は最低限

ではなく多めに設定してください．就職や進学の際には，どのような科目をどのような成績評価で修得した

かが問われます．低学年からできるだけ多くの科目（の単位）を高い評価で修得するよう努めてください．	

	

	 これからは学歴よりも諸君ひとり一人の学力，言い換えれば，在学中に身につけた能力が評価される時代

になります．向上心をもち，自分の学習・生活状況を自己点検し，不十分なところは絶えず改善していくよ

う心がけてください．	

	 社会から求められるのは，卒業時点での学力・能力です．全学生が学修の意義や到達目標を把握し，日々

の学習計画を立て，主体的に勉学に励み，成果を上げることを期待しています．	
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有明高専の教育理念と学習・教育到達目標	
	

	 有明高専では，「幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に，創造性・多様性・学際性・国際性に富む実践的な

高度技術者の育成をめざす」ことを教育理念としています．	

	 １・２学年においては，多くの一般科目を学習することで自然科学の基礎と国際的な視野を養い，さまざ

まな視点から物事を考える姿勢を育みます．また，一連の工学基礎科目の学習と混合学級制による他学科の

学生との交流を通して，工学や技術に対する動機付けを行うとともに，創造性・学際性・多様性を培います．	

	 ３・４・５学年においては，工学に不可欠な自然科学を修得し，専門科目の学習と並行して多くの実験・

実習，設計製図，卒業研究等に取り組むことによって，専門性と創造性を育みます．また，実験・実習や卒

業研究等の発表会，および人文科目の学習を通して，コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を

育成します．	

	 専攻科においては，高度な自然科学を学ぶとともに国際的に活躍するために発展的な人文科学を修得しま

す．また，全専攻に共通した科目の学習を通して学際的な専門性を育むとともに，３・４・５学年で学び培

われた専門性や創造性をさらに深め，発展させます．さらに，技術と人・自然・社会との調和を図るために，

技術者倫理の涵養を目指します．	

	 このような教育を通して教育理念を実現するために，以下の学習・教育到達目標を掲げています．	

	

	

（Ａ）豊かな教養と国際性	

	

(A-1)	考察力	 地球的視野から物事を多面的に理解できること．	

	

(A-2)	倫理観	 社会や自然の中での技術の役割を理解し，技術者としての責任を自覚できること．	

	

(A-3)	コミュニケーション能力	 適切かつ円滑に読解・表現ができること．	

	

（Ｂ）専門知識と学際性	

	

(B-1)	基礎知識	 専門分野の基礎となる内容を理解していること．	

	

(B-2)	専門知識	 専門分野の内容を理解していること．	

	

(B-3)	実践力	 実験・実習等の内容を理解・実行・考察できること．	

	

(B-4)	学際的知識	 様々な分野の知識と技術を理解し，複合的に活用するための視野を持っていること．	

	

（Ｃ）創造性とデザイン能力	

	

(C-1)	課題探究力	 自ら課題を発見し，その本質を理解できること．	

	

(C-2)	課題解決力	 身につけた教養と実践力を活用し，課題を解決できること．	
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「複合生産システム工学」プログラム	
	

有明工業高等専門学校は「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」を目的として設

置され（学校教育法70条の2），5年間の一貫教育の特色を生かした｢くさび型｣カリキュラムによって多くの実

践的技術者の育成を行なってきました．	

しかし，近年の産業界の情勢は大きく変化し，産業の国際化，融合･複合化が進みつつあり，技術者教育に

は工学の専門知識と学際的知識を総合した判断力と問題解決能力，および創造性と国際性に富んだ技術者の

育成が求められています．このような状況の中で，平成13年度に本校に専攻科が設置されました．	

これに伴い，本科4年次から専攻科2年次までを一貫した技術者教育プログラムとし，社会のさまざまな要

請にこたえられる技術者教育を行なっています．	

一般に技術者とは，数理科学および自然科学の知識を駆使し，社会や環境に対する影響を予見しながら資

源と自然力を活用し，経済活動の担い手として人類の利益と安全に貢献するハード･ソフトの人工物やシステ

ムを研究･開発･製造･運用･維持する専門職業人のことを言いますが，技術が急速に進歩し複合化している現

在では専門分野のみならず，他の専門分野との境界領域についても責任を持たなければなりません．	

また，構築，製作された｢もの｣が安全であること，さらには｢もの｣が社会や自然環境と共存できることに

まで責任を負うことが技術者には求められています．	

このような背景と本校の｢幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に，創造性･多様性･学際性･国際性に富む実

践的な高度技術者の育成をめざす｣という教育理念を踏まえ，本校では本科4年次から専攻科2年次までの4年

間に相当する学習・教育に対して，一貫した一つの教育プログラムとして｢複合生産システム工学｣プログラ

ム（以下，本プログラムという）を設定しています．	

本プログラムでは，工業生産活動（機械，電気，電子情報，物質，建築）における諸課題を自ら発掘し，

多角的な視点から解決するため，ものづくりに重点をおき，工学の専門知識と学際・複合的知識を総合した

判断力と問題解決能力を備えた技術者の育成を目指しています．さらにはこれらの教育を通じて，人々に優

しく，自然と共存できる技術の開発に携わり，環境問題･食糧問題･エネルギー問題など今日的な諸課題につ

いて柔軟に対応できる技術者を育成することを目的としています．	

このような技術者を育成するために，先に示した学習・教育到達目標を掲げています．ただし，「複合生産

システム工学」プログラムの履修対象者は本科 4 年次～専攻科 2 年次までの学生ですが，本プログラムの最

終的な履修者は専攻科に入学した学生とします．	

なお，本校の「複合生産システム工学」プログラムは，平成16年度にJABEEから認定されております．	JABEE

認定制度についての詳細はhttp://www.jabee.org/を参照してください．	
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シラバスの記載事項について	

	

	 シラバスは，各授業の内容などを記載したものですが，単にそれらを寄せ集めただけではありません．	

	 本校は高専であり技術者を育成する学校です．学生諸君が技術者として新たな社会の一員になるためには，

卒業時までに身につけておくべき能力などを明示した「学習・教育到達目標」を設定し，諸君がその到達目

標を達成できるような教育を行う必要があります．そして，学習・教育到達目標を達成できるような教育（学

生が技術者に必要な能力を身につけられるような教育）を行うためには，目標と関係する科目を効果的に配

置する必要があります（これが教育課程（カリキュラム）の編成です）．	

	 つまり，「この科目はカリキュラムの中でどのような位置づけにあるのか」，「この科目の到達目標を達成で

きたかどうかの判定（評価）はどのように行われるのか」，「どのような科目を修得すれば，どの学習・教育

到達目標が達成できるのか」など，各授業の内容だけでなく，カリキュラム編成の趣旨に沿って作成された

ものがシラバスです．	

	 シラバスは，本校の教育全体と関わりをもった内容が記載された冊子です．本校の教育理念を体現するよ

うな技術者になるために，シラバスを活用してください．	

	

	 次のア）からカ）までの項目は，各科目のページに記載されている項目自体の意味内容を説明しています．

参考にしてください．	

	

	

ア)	 科目基礎情報	

①	 科目番号…	 各科目の番号です．Z は各学年全体に共通する科目です．M,E,I,C,A はそれぞれの学科

（2学年から 5 学年）で開講される専門科目です。	

②	 科目区分…「必修」・「選択」の種別です．	

③	 授業形式…「授業」・「演習」・「実験」の種別です．	

④	 単位数…修得できる単位数および「履修単位」・「学修単位」の種別を記載しています．	

「履修単位」は，1単位につき 30	コマの授業をさします．	

「学修単位」は，1単位につき	45	コマの学習を必要とします．授業が	n	コマ行われると，	45-n	コ

マの自学自習を必要とします．たとえば，「学修単位(15/45)」の	科目は，1 単位につき，15	コマの

授業が行われ，30	コマの自学自習を必要とします．授業時間はもちろん，時間外も計画的に学習に

励んでください。	

⑤	 開設学科…対象学科を記載しています．1 学年は新しい創造工学科，2 学年以上は従来の機械工学科・

電気工学科・電子情報工学科・物質工学科・建築学科となります．また，「全学科」は 2 学年から 5

学年までの各学年の全クラスをさします．	

⑥	 対象学年…対象学年を記載しています．	

⑦	 開設期…「通年」・「前期」・「後期」の種別です．	

⑧	 週時限数…90 分授業を規準として，１週間に実施される授業の回数を記載しています．	

⑨	 教科書╱教材…使用する教科書，参考書等を記載しています．	

⑩	 担当者…授業を担当する教員名を記載しています．複数の教員で担当する科目もあります．	

イ)	 到達目標と評価（ルーブリック）	

「到達目標」には「（当該）科目の到達目標」を記載しています．	

「ルーブリック」とは「科目の到達目標」に対して，学生自身がどのような「行動特性」（○○するこ
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とができる）をとれば，どの評価が得られるかを明示したものです．つまり，学生が（自学自習を含め）

授業を受けた後に「○○することができる」ようになったレベルに応じて，「優・良・可・不可」など

の成績評価の目安が示されていると思ってください．	

ウ)	 学科の到達目標項目との関係	

当該科目が学校の「学習・教育到達目標」（Ａ−1〜Ｃ−2）のどれと関係しているかを記載しています．

科目により，複数の学習・教育到達目標と関係しているものもあります．	

学習・教育到達目標と「主体的（密接）に」関係する場合には「◎」，「付随的に」関係する場合には「○」

の記号を記し，関係性を示しています．	

Ａ-1 からＣ-2 の横にある(a)から(i)は JABEE の目標です．それぞれの目標は下に示しています．	

エ)	 教育方法等	

①	 概要…授業の概要を記載しています．	

②	 授業の進め方と授業内容・方法…授業の進め方や内容・方法について具体的に記載しています．	

③	 注意点…当該科目を受講する際に前提となる知識などを記載しています．	

オ)	 授業計画	

週ごとに授業内容・方法の計画を示し，そこでの到達目標を記載しています．	

カ)	 評価割合	

当該科目での総合評価を，どのような割合にもとづいて行うかを記載しています．	

「ポートフォリオ」とは，小テスト・レポート・成果品などをさしています．	

	

JABEEの(a)から(i)の説明	

（a）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養	

（b）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任に関する理解	

（c）数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力	

（d）当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力	

（e）種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力	

（f）論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力	

（g）自主的、継続的に学習する能力	

（h）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力	

（i）チームで仕事をするための能力	

	

	

 

 

 



1年 2年 3年 4年 5年
文学Ⅰ 3 3
文学Ⅱ 2 2
基礎解析学 4 4
解析学Ⅰ 4 4
解析学Ⅱ 3 3
基礎物理学 5 2 3
化学Ⅰ 3 3
化学Ⅱ 2 2

保�体 保健体育 5 3 2
英語Ⅰ 5 3 2
英語Ⅱ 6 3 3

42 21 18 3 0 0
文学Ⅲ 2 2
日本語コミュニケーションⅠ 1 1
地理学 2 2
歴史学 2 2
社会学 2 2
政治学・経済学 1 1
基礎数学Ⅰ 2 2
基礎数学Ⅱ 1 1
代数・幾何 3 2 1
数学特講 1 1
数学演習 1 1

理�科 生�物 1 1
保健体育 2 2
体育実技 2 1 1
音�楽 1 1
美�術 1 1
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝA 3 3
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝB 2 2
英�語 4 2 2
英会話 1 1
英語演習Ⅰ 1 1

36 6 8 13 6 3
日本語コミュニケーションⅡ 1 1
文学特講 1 1
社会科学Ⅰ 1 1
社会科学Ⅱ 1 1
環境科学Ⅰ 1 1
環境科学Ⅱ 1 1
人間科学Ⅰ 1 1
人間科学Ⅱ 1 1
英語演習Ⅱ 1 1
英語演習Ⅲ 1 1
第二外国語Ⅰ 1 1
第二外国語Ⅱ 1 1
複素関数論 1 1
ベクトル解析 1 1
フ−リエ解析 1 1
統計学 1 1

�    小�計 16 0 0 0 6 10
94 27 26 16 12 13
82 27 26 16 7 6

ボランティア活動 1
小�計 1

開設単位数
修得可能単位数

授業外科目
1

並
�

列
�

開
�

講

国�語

数�学
（前期開設科目）

この中から
1科目選択

選

択

単
�

独
�

開
�

講

国�語

社�会

芸�術

外国語

小  計

必

修

国�語

この中から
3科目選択

社�会

外国語

授��業��科��目 単位数

数�学

保�体

学年別配当
備��考

数�学

理�科

外国語

小  計

教育課程表

一般科目（各学科共通）



1年 2年 3年 4年 5年
工学基礎Ⅰ 1 1
工学基礎Ⅱ 1 1
工学基礎Ⅲ 2 2
情報処理基礎 2 2
応用物理学Ⅰ 3 3
応用数学Ⅰ 2 2
応用数学Ⅱ 2 2
設計製図 2 2
分析化学 2 2
無機化学 3 3
有機化学Ⅰ 2 2
有機化学Ⅱ 2 2
物理化学Ⅰ 2 2  
物理化学Ⅱ 4 4
物理化学Ⅲ 1 1
生物化学 2 2
化学工学Ⅰ 2 2
化学工学Ⅱ 2 2
分析化学実験 2 2
無機化学実験 2 2
有機化学実験 2 2
物理化学実験 2 2
機器分析実験 2 2
反応工学実験 1 1
物質工学実験 2 1 1
生物反応工学実験 1 1
生物工学実験 2 1 1

12 3 9
62 6 6 16 21 13

情報処理 2 1 1
工業英語 2 1 1
応用物理学Ⅱ 1 1
電気工学基礎 2 2
機械工学基礎 2 2
品質管理 1 1

専門基礎 物質工学基礎演習 1 1
機器分析学 2 2
生物工学基礎 1 1
材料工学基礎 1 1
環境化学 1 1
高分子化学 1 1
物理化学特論 1 1
分析化学特論 1 1
化学工学特論 1 1
食品工学 1 1
生物資源工学 1 1
エネルギー工学 1 1

23 1 2 2 3 15
機能材料工学Ⅰ 2 2 15H+30H/単位

機能材料工学Ⅱ 2 2 15H+30H/単位

プロセス工学 2 2 15H+30H/単位

反応工学 2 2 15H+30H/単位

物質工学演習 2 2 30H+15H/単位

生体触媒工学 2 2 15H+30H/単位

生物工学 2 2 15H+30H/単位

微生物工学 2 2 15H+30H/単位

生体高分子工学 2 2 15H+30H/単位

生物工学演習 2 2 30H+15H/単位

10 0 0 0 4 6
95 7 8 18 28 34
93 7 8 18 28 32

学外実習 1(2)
課題研究 1
特別講義 1
小  計 3(4)

※備考欄での「aH+bH/単位」の表記は4・5年における学修単位で、1単位につきa時間の授業とb時間の自学が含まれることを意味します。

開設単位数
授業外科目を除く

修得可能単位数

授業外科目

1(2)
1

1

小�計

物質ｺｰｽ
このうち

から3科目
以上選択

生物ｺｰｽ
このうち

から3科目
以上選択

小  計

30H+15H/単位
30H+15H/単位

専門展開
15H+30H/単位

専門展開
30H+15H/単位

このうちから
6科目選択

卒業研究
小  計

選

択

単
 

独
 

開
 

講

工学基礎

30H+15H/単位
30H+15H/単位
30H+15H/単位
30H+15H/単位

15H+30H/単位

専門基礎実験
45H/単位
45H/単位

物質ｺｰｽ 実�験 45H/単位
物質ｺｰｽ・生物ｺｰｽの

いずれかを選択生物ｺｰｽ 実�験

必

修

共
�
 
 

通

工学基礎

30H+15H/単位
30H+15H/単位

専門基礎

30H+15H/単位

15H+30H/単位
30H+15H/単位

30H+15H/単位

授��業��科��目 単位数
学 年 別 配 当

備��考

教育課程表

物質工学科



平
成
2
8
年
度
　
科
目
系
統
図
　
物
質
工
学
科
・
応
用
物
質
工
学
専
攻

◎
必
修

◎
選
択

○
必
修

○
選
択

学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

文
学
Ⅰ

文
学
Ⅱ

文
学
Ⅲ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

文
学
特
講

日
本
語
の
表
現
技
法

地
理
学

社
会
学

政
治
学
・
経
済
学

社
会
科
学
Ⅰ

社
会
科
学
Ⅱ

地
球
環
境
と
人
間

地
域
特
性
と
人
間
生
活

歴
史
学

環
境
科
学
Ⅰ

環
境
科
学
Ⅱ

人
間
科
学
Ⅰ

人
間
科
学
Ⅱ

技
術
者
倫
理

英
語
Ⅰ

英
語
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

英
語
Ⅱ

英
語
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅲ

科
学
技
術
英
語

英
会
話

英
語
演
習
Ⅱ

第
二
外
国
語
Ⅰ
第
二
外
国
語
Ⅱ

化
学
Ⅰ

化
学
Ⅱ

生
物

音
楽

美
術

保
健
体
育

保
健
体
育

保
健
体
育

体
育
実
技

体
育
実
技

体
育
実
技

体
育
実
技

地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論

地
理
学

社
会
学

環
境
科
学
Ⅰ

環
境
科
学
Ⅱ

現
代
化
学

地
球
環
境
と
人
間
環
境
科
学

人
間
科
学
Ⅰ

人
間
科
学
Ⅱ

技
術
者
倫
理

環
境
調
整
学

工
学
基
礎
Ⅰ

環
境
工
学

環
境
生
物
工
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

文
学
Ⅰ

文
学
Ⅱ

文
学
Ⅲ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

文
学
特
講

日
本
語
の
表
現
技
法

英
語
Ⅰ

英
語
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

英
語
Ⅱ

英
語
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅲ

科
学
技
術
英
語

工
業
英
語

英
会
話

英
語
演
習
Ⅱ

工
業
英
語

応
用
物
質
工
学
技
術
演
習

応
用
物
質
工
学
技
術
演
習

第
二
外
国
語
Ⅰ
第
二
外
国
語
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

機
能
材
料
工
学
Ⅱ

創
造
設
計
合
同
演
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

A
-
1

考
察
力

A
-
2

倫
理
観

A
-
3

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

能
力



学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

基
礎
解
析
学

解
析
学
Ⅰ

解
析
学
Ⅱ

数
学
演
習

数
学
演
習

複
素
関
数
論

応
用
解
析
Ⅰ

応
用
数
理
Ⅰ

応
用
数
理
Ⅱ

基
礎
数
学
Ⅰ

代
数
・
幾
何

数
学
特
講

応
用
数
学
Ⅰ

応
用
数
学
Ⅰ

ベ
ク
ト
ル
解
析

応
用
解
析
Ⅱ

基
礎
数
学
Ⅱ

代
数
・
幾
何

応
用
数
学
Ⅱ

応
用
数
学
Ⅱ

フ
ー
リ
エ
解
析

現
代
化
学

現
代
物
理

環
境
科
学

化
学
Ⅰ

化
学
Ⅱ

統
計
学

実
用
情
報
処
理
工
業
基
礎
力
学
環
境
調
整
学

材
料
科
学

基
礎
物
理
学

基
礎
物
理
学

応
用
物
理
学
Ⅰ
応
用
物
理
学
Ⅱ

環
境
工
学

工
学
基
礎
Ⅰ

工
学
基
礎
Ⅲ

品
質
管
理

設
備
設
計

工
学
基
礎
Ⅱ

情
報
シ
ス
テ
ム

情
報
処
理
基
礎
情
報
処
理

情
報
処
理

設
計
製
図

工
業
英
語

物
質
工
学
基
礎
演
習

分
析
化
学

無
機
化
学

化
学
工
学
Ⅰ

化
学
工
学
Ⅰ

化
学
工
学
Ⅱ

反
応
工
学

無
機
材
料
化
学
環
境
生
物
工
学

有
機
化
学
Ⅰ

物
理
化
学
Ⅰ

生
物
化
学

生
物
工
学
基
礎

材
料
工
学
基
礎
プ
ロ
セ
ス
工
学

機
能
材
料
工
学
Ⅰ

環
境
化
学

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
演
習

応
用
物
質
工
学
特
別
演
習

工
業
英
語

応
用
物
質
工
学
技
術
演
習

応
用
物
質
工
学
技
術
演
習

有
機
化
学
Ⅱ

有
機
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅲ

応
用
分
析
化
学
応
用
物
理
化
学
無
機
構
造
化
学
遺
伝
子
工
学

機
器
分
析
学

有
機
合
成
化
学

分
子
構
造
解
析
学
応
用
化
学
工
学

機
能
材
料
工
学
Ⅱ

生
体
触
媒
工
学
生
物
工
学

生
体
高
分
子
工
学
微
生
物
工
学

分
析
化
学
特
論
高
分
子
化
学

化
学
工
学
特
論
物
理
化
学
特
論

食
品
工
学

生
物
資
源
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

合
同
特
別
実
験

分
析
化
学
実
験

無
機
化
学
実
験

物
理
化
学
実
験

機
器
分
析
実
験

応
用
物
質
工
学
特
別
実
験
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
実
験
Ⅱ

有
機
化
学
実
験

物
質
工
学
実
験

反
応
工
学
実
験

物
質
工
学
実
験

生
物
工
学
実
験

生
物
反
応
工
学
実
験

生
物
工
学
実
験

物
質
工
学
演
習
物
質
工
学
演
習

生
物
工
学
演
習
生
物
工
学
演
習

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

B
-
1

基
礎
知

識 B
-
2

専
門
知

識 B
-
3

実
践
力



学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

工
学
基
礎
Ⅲ

品
質
管
理

合
同
特
別
実
験

環
境
科
学

創
造
設
計
合
同
演
習
環
境
調
整
学

環
境
工
学

実
用
情
報
処
理
工
業
基
礎
力
学
設
備
設
計

材
料
科
学

電
気
工
学
基
礎
電
気
工
学
基
礎

機
械
シ
ス
テ
ム
要
素

電
気
電
子
工
学
概
論
熱
力
学
概
論

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
論

機
械
工
学
基
礎
機
械
工
学
基
礎
情
報
シ
ス
テ
ム

建
築
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
分
子
生
物
学

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
学
工
学
Ⅰ

化
学
工
学
Ⅰ

化
学
工
学
Ⅱ

反
応
工
学

機
器
分
析
学

プ
ロ
セ
ス
工
学

機
能
材
料
工
学
Ⅰ

機
能
材
料
工
学
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

環
境
化
学

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論

基
礎
物
理
学

基
礎
物
理
学

現
代
物
理

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

創
造
設
計
合
同
演
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

課
題
研
究

課
題
研
究

課
題
研
究

課
題
研
究

課
題
研
究

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
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＜＜一般科目＞＞	
	

	

[単独開講選択科目]	
体育実技	 	 	 ････････････････ 		1	
英語	 	 									 ････････････････ 		4	
	

[並列開講選択科目]	
	 …次の各群の中からそれぞれ 1 科目選択可能	
文学特講（１群）	 	 ････････････････ 		8	
社会科学Ⅱ（２群）  ････････････････ 	11	
環境科学Ⅱ（２群）	 	 ････････････････ 	14	
人間科学Ⅱ（２群）	 	 ････････････････ 	17		
英語演習Ⅲ（１群）					 ････････････････ 	20		
第二外国語Ⅱ（２群）			 ････････････････ 	23	
複素関数論（３群）					 ････････････････ 	26	
ベクトル解析（３群）							 ････････････････ 	30	
フーリエ解析（３群）							 ････････････････ 	33	
統計学（３群）	 							 ････････････････ 	37	
	

	
[授業外科目]	
ボランティア活動							 ････････････････ 	40		

		

 

＜＜専門科目＞＞	
	

	

[必修科目]	

物理化学Ⅲ						 	 ････････････････  43	
化学工学Ⅱ						 	 ････････････････  47	
物質工学実験（物質コース）			 ････････････････  49	
生物工学実験（生物コース）				････････････････  52	
卒業研究							 	 ････････････････  56	
	

[単独開講選択科目]	

情報処理		 	 	 ････････････････  61	
工業英語	 			 						 ････････････････ 	64	
電気工学基礎	 	 								････････････････  67	
機械工学基礎								 	 ････････････････		70	

品質管理	 	 								････････････････		75	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



 

 

[並列開講選択科目]	

	 …次の科目群から６科目を選択	

環境化学	 	 			 ････････････････		78	

高分子化学					 			 ････････････････  81	
物理化学特論								 	 ････････････････  84	
分析化学特論	 				 	 ････････････････  87	
化学工学特論			 	 ････････････････  90	
食品工学							 	 ････････････････  93	
生物資源工学							 	 ････････････････		96	

エネルギー工学							 	 ････････････････		99	

	

[コース別選択科目]	

（物質コース）	

機能材料工学Ⅱ		 	 ････････････････	102	

反応工学	 			 						 ････････････････	105	

物質工学演習	 	 								････････････････	108	

	

（生物コース）	

微生物工学								 	 ････････････････	112	

生体高分子工学	 								････････････････	115	

生物工学演習	 	 	 ････････････････	120	

	

[授業外科目]	

学外実習	 	 							 ････････････････	123	

課題研究	 	 							 ････････････････	126	

	



教科名 体育実技 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z001 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 機械工学科・物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 最新スポーツルール（大修館書店） 

担当者 塚本 邦重 

 
到達目標 

１．体力・運動能力の現状を把握することができる。 

２．互いに協力し合い、運動に参加できること。 
３．自己の能力に応じて、運動の技能や体力を身につけることができること。 
４．安全に留意して行動できること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 体力・運動能力の現状

を把握し、高いレベル

の体力・運動能力を発

揮することができる。 

体力・運動能力の現

状を把握することが

できる。 

体力・運動能力の現状

を把握することがで

きない。 

評価項目２ 互いに協力し合い、主

体的に運動に参加で

きること。 

互いに協力し合い、

運動に参加できるこ

と。 

互いに協力し合い、運

動に参加できない。 

評価項目３ 総合的な運動の技能

や体力を身につける

ことができること。 

基本的な運動の技能

や体力を身につける

ことができること。 

基本的な運動の技能

や体力を身につける

ことができない。 

評価項目４ 安全に留意し率先し

て行動できること。 

安全に留意して行動

できること。 

安全に留意して行動

できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 
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教育方法等 

概要 運動を行うことにより、運動することの楽しさや喜びの実感、運動に必要

なルールや技能の習得及び体力の向上を図る。主体的に運動に取り組む姿

勢や、生涯を通じて運動に親しむ態度を育てる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
実技中心に進めていく。 

注意点 スポーツの理解度テスト 70％、新体力テスト 30％の比率で総合的に評価

する。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

 

1 週 シラバス説明 
新体力テスト 

シラバスの確認と、体力・運動能力の現状を確

認することができる。 

2 週 新体力テスト 体力・運動能力の現状を確認することができ

る。 

3 週 新体力テスト 結果を分析して、現在の体力・運動能力を確認

することができる。 

4 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

ゴルフの基本的なルールを理解してウッドク

ラブの技能を習得することができる。 
（バドミントンの基本的なルールを理解して

サービス、ストローク、スマッシュ等の技能を

習得することができる。） 

5 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

アイアンクラブ、ウエッジ等の技能を習得する

ことができる。 
（サービス、ストローク、スマッシュ等の技能

を習得することができる。） 

6 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

アイアンクラブ、ウエッジ等の技能を習得する

ことができる。 
（サービス、ストローク、スマッシュ等の技能

を習得することができる。） 

7 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

8 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

9 週 テニス（雨天時卓球） テニスの基本的なルールを理解してサービス、

ストローク、スマッシュ等の技能を習得するこ
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とができる。 
（卓球の基本的なルールを理解してサービス、

レシーブ、スマッシュ等の技能を習得すること

ができる。） 

10 週 テニス（雨天時卓球） サービス、ストローク、スマッシュ等の技能を

習得することができる。 
（サービス、レシーブ、スマッシュ等の技能を

習得することができる。） 

11 週 テニス（雨天時卓球） 互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

12 週 テニス（雨天時卓球） 互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

13 週 テニス（雨天時卓球） 互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

14 週 テニス（雨天時卓球） 互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

15 週 スポーツの理解度テスト 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70 30     100 

基礎的能力 70      70 

専門的能力        

分野横断的能力  30     30 
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教科名 English ( ) 
 
 

科目基礎情報  

科目番号 5Z002 科目区分 選択 

授業形式 授業・ 習 単位数 ２（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 Engineering English (beta) 

担当者 Richard Grumbine 
 
 

到達目標 

１．Improve English accuracy 
２．Improve reading efficiency 
３．Improve sentence writing variety 

 
 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 
標準的な到達レベル

の目安（可） 
未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ Can accurately parse 
both complex and 
compound sentences 

Can accurately parse 
simple sentences 

Unable to parse even 
simple sentences 

評価項目  Can identify phrases 
and parts of speech  
and understand their 
relations 

Can identify phrase 
and parts of speech   

Can not identify 
phrases or parts of 
speech 

評価項目  Can read and 
understand most 
complex and 
compound sentences 

Can read and 
understand most 
simple sentences 

Can not read or 
understand even 
simple sentences 

 
 

学科の到達目標項目との関係 

A-3(f)： かつ に 解・ 現ができること． 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 
 

教育方法等 
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概要 Learn about English grammar through sentence diagramming  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
Most classes will begin with a question to focus student attention on an 
aspect of English grammar to be answered in class followed by a lecture 
on the grammar point and instruction on diagramming the point and 
then group work to practice diagramming.   

注意点 Require basic Jr. high school level English grammar and vocabulary 
(TOEIC 300+)  
Test will be given quarterly and count 25% each.  Homework will be 
assigned from the text each week.   

 
 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 Basic Sentence 
Structure/lecture and 
group work 

Learn about parts of speech and basic simple 
sentence structure 

2 週 Predicates/lecture and 
group work 

Learn to identify predicates and their objects 
and compliments 

3 週 Prepositional Phrases/ 
lecture and group work 

Learn to identify prepositional phrases 
including their heads and objects. 

4 週 Adjectives/ lecture and 
group work 

Learn to identify adjectives and associated 
phrases 

5 週 Adverbs and Adjunct 
Adverbials/ lecture and 
group work 

Learn to identity adverbials and understand 
their relationship to the sentence 

6 週 Review Review material and check for 
understanding 

7 週 Test  

8 週 Return and explain test  

9 週 Verbs: Auxiliary and 
Lexical Verbs/ lecture 
and group work 

Learn to identify longer verb phrases and 
their parts 

10 週 Verb Tenses/ lecture 
and group work 

Learn to identify all the verb tenses 

11 週 Verb Voice/ lecture and 
group work 

Learn to identify verb voice and associated 
objects 

12 週 Yes/No Questions/ 
lecture and group work 

Learn verb fronting in yes/no questions 
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13 週 Noun Details/ lecture 
and group work 

learn about count/non-
count/singular/plural/proper nouns 

14 週 Review Review material and check for 
understanding 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

後期 

1 週 Gerunds/ lecture and 
group work 

learn to identify gerunds and gerund phrases 

2 週 Infinitive Verbs/ lecture 
and group work 

learn to identity infinitives and infinitive 
phrases 

3 週 Possessives and 
Appositives/ lecture and 
group work 

learn to identify possessives and appositives 

4 週 Pronoun Details/ 
lecture and group work 

learn about pronoun details: demonstrative, 
relative, question,  indefinite, personal 

5 週 Conjunctions and 
Subordination/ lecture 
and group work 

Learn about coordinating and subordinating 
conjunctions  

6 週 Review Review material and check for 
understanding 

7 週 Test  

8 週 Return and explain test  

9 週 Adjective Clause/ 
lecture and group work 

learn to identify adjective clauses 

10 週 Noun Clause/ lecture 
and group work 

learn to identify noun clauses 

11 週 Wh Questions/ lecture 
and group work 

learn to identify Wh questions 

12 週 Other Adverbials/ 
lecture and group work 

learn about conjunctive and disjunctive 
adverbials 

13 週 Ambiguous Sentences/ 
lecture and group work 

learn to identify ambiguous sentences and 
diagram their different interpretations 

14 週 Review Review material and check for 
understanding 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z003 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 （新 ） 

担当者   

 
到達目標 

１． を 解し することを通して、多面的な のの 、感じ を

め、進 で 現し 書することによ て 生を かにする態度を身につけることができる。 
２． を で ことを、 かつ に 現することができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ や を 解し、

と要 を に把

握することができる。 

や を 解し、

と要 を把握す

ることができる。 

や を 解し、

と要 を把握す

ることができない。 

評価項目  学に する基

を く理解し、身

につけることができ

る。 

学に する基

を理解し、身に

つけることができる。 

学に する基

を理解し、身に

つけることができな

い。 

評価項目  時 ・ で

を することがで

きる。 

めら 時 ・

で を するこ

とができる。 

めら 時 ・

で を するこ

とができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

○A-3(f)： かつ に 解・ 現ができること． 

 
教育方法等 

概要 の 解を行い、 を書く。 
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授業の進め方と 

授業内容・方法 
を する。 の 、 について、明 期の

、 の との比 な 、 なア ロー で

に ることで、多面的な が 得でき、重 的な 解を行うことが

できる。 、 レポートとして を し、 、 のう の

を し、質 等に ることで、学生の 心に し 授業

と 向のやりとりを 能にする。 

注意点 ２ 度の 力。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 ・ イ ンス 
・ について 

・学習 と授業の進め を理解できる。 
・ についての を身につける。 

2 週 ・ の１ 
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

3 週 ・ の２ 
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

4 週 ・ の３ 
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

5 週 ・ の４ 
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

6 週 ・ の５ 
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

7 週 ・ の  
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

8 週 ・ とめの   
9 週 ・ の  

・  
・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

10 週 ・ の  
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

11 週 ・ の  
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

12 週 ・ の  
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

13 週 ・ の 10 
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 
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14 週 ・ の 11 
・  

・ 物の心理と行動を理解できる。 
・自分の を に 現できる。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 30    70  100 

基礎的能力 30    70  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 科学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z004 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 参 書： 
  説  （ 2008 ） 
   （ 書 2013 ） 

担当者   

 
到達目標 

１．20 後 のアジア地 の を 大きな 組 と の中で 説明できる。 
２．21 の の を 的 面から 説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ な 20 後

のアジア地 の

を 大きな 組

と の中で 必要な

基 を しく

することができ 理

的に（ や 上の

りなく） に説

明できている。 

な 20 後

のアジア地 の

を 大きな 組

と の中で 必要な

基 を りが

る のの するこ

とができ や

上の りが る

のの に説明

できている。 

な 20 後

のアジア地 の

を 大きな 組

と の中で説明す

る に 必要な基

を しく する

ことができ や

上の りが多い

め に説明で

きていない。 

評価項目  な 21 の

の を

必要な基 を し

く することがで

き 理的に（ や

上の りなく）

に説明できてい

な 21 の

の

を 必要な基 を

りが る のの

することができ

や 上の りが

る のの

な 21 の

の を

説明する に 必要な

基 を しく

することができ

や 上の り

が多い め に
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る。 に説明できている。 説明できていない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

A 1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要  的動物で る とい るように の中でし

か生きることができ 。 して の の中で を るい

をよりよく生きようとするなら 主体的に のことを り き

かけなけ なり 。  

 こで本授業で 21 の な を るに り 最 大き

な単位となる を とし の 面からア ロー し

ようと い す。 後 が す す進 し に い 本の

を けていくことを ると 大きな で をとら ることが

要 さ ると るからです。 のような で 必 的

を て する けですから の を することで現在をより

よく理解することができるからです。 

 に最 身 なとこ から ていくことが を るう

で 大 な となるでし う。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 ントに て で進め す。単 ・ によ て ルー

ーク等を取り ること り す（ に より すが）。 

 授業 かなり 的 ですから 習 習

的に行 て さい。授業 の理解を ける めに 参 となる

（ ース）を し すので こ ら 的に参 して さい。 

注意点  科 で 的に学習してき 地理学 学 学

学・ 学 の が なさ の理解を けることになるでし う。 

 授業で る 時 的 からかなり さ のになる

め 授業時 で さ な学習 動を取り ・ 心を

つことが必要です。 に 新 で しい です。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週  イ ンス シラバスの を 本授業を する

態度を身につけることができる。 

2 週 後 の 発 大 の と 体 の につ

いて説明できる。 
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3 週 中 の  中 の と つの中

について説明できる。 

4 週 と分  体 での の よび を

説明できる。 

5 週 アジアの  体 での アジア の を説明

できる。 

6 週 アジアの  体 での アジア の を説明

できる。 

7 週 アジアの  体 での アジア の を説明で

きる。 

8 週 中   

9 週 テスト と解説 勢

力の  
の 度を自己評価できる。 勢

力の と の現 的意 を説明できる。 

10 週 アジアの  中 の よび を説明できる。 

11 週 中 と 大  中 と 大 でにい る を説

明できる。 

12 週 中 と 大  大 の 的意 よび の後の中

の を説明できる。 

13 週 1960 の  の の を説明でき

る。 

14 週 1960 の アジ

ア  
1960 の アジアの を説明で

きる。 

15 週 1960 の アジ

ア  
ベト ム の よび 的意 を説明

できる 

16 週 テスト と解説 の 度を自己評価できる。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 科学  
 
科目基礎情報 

科目番号 5Z005 科目区分 選択 
授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 
開設学科 全学科 対象学年 ５ 
開設期 期 週時限数 １ 

教材 の を て（ イ ンド ） 
ー ブック ー ブック （ 書店） 

担当者 中   
 
到達目標 

１． を生 す の つで る 本主 の について説明できる。 
２． に る ・ ・ の の について説明できる。 
３．地球 で こ ている と 動の の について説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ を生 す

の つで る 本主

の について

を的確に して

発 的な説明ができる。 

を生 す

の つで る

本主 の に

ついて基本的な説明

ができる。 

を生 す

の つで る

本主 の に

ついて 理的な説明

ができない。 
評価項目  に る

・ ・ の

の について を

的確に して発 的

な説明ができる。 

に る

・ ・ の

の について

基本的な説明ができ

る。 

に る

・ ・ の

の について

理的な説明ができ

ない。 
評価項目  地球 で こ てい

る と 動

の の について

を的確に して

発 的な説明ができる。 

地球 で こ て

いる と

動の の に

ついて基本的な説明

ができる。 

地球 で こ て

いる と

動の の に

ついて 理的な説明

ができない。 
 
学科の到達目標項目との関係 

A—1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること. 

○A—2(b)： や自 の中での技 の を理解し 技 としての を理解できること. 
 
教育方法等 

概要 この科 の重要な ー ードの つが で る。しかし授業で う
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、 現 や とい の で ない。 らの

を き こす 通の の つが 動で る。つ り と 地

球という と を する の 動のアンバランスな状態をいうので

る。この科 の 的 の の 動に して、 らの がアンバラ

ンス状態を発生さ ているのかを ようとすることで る。地球

というス ールの大きな で るが、 を る り 身 な の

中に 在している。 の の に しているの 、という

感を てこ らの を て らい い。 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
科書のような の しないが、 科 を説明する めに必要

な を ント として する。 の ントの を説明する

で授業を進めていく。 
注意点 この科 で う さ が している と かなり なる

科学的な が中心となる。３ 生 でに学習し 科の 科 を 度

習して らい い。しかし、地球 に する や さ の

に くさ 在しているし、授業で の を行う で る。

らに しながら、 的な姿勢で学習に で らい い。 、 体的

な と授業で の について 、授業時 学習としてレ

ポートを す で る。 
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1週 地球 の と現状 多 な を発生さ ている地球の と

現状について理解できる。 
2週 の 体 （１） を発生さ る 本主 の

について理解できる。 
3週 の 体 （２） を発生さ る 本主 の につ

いて理解できる。 
4週 の 体 （３） 地球 の と 本主 との に

ついて理解できる。 
5週 としての

（１） 
本主 を とし の の 分の

について理解できる。 
6週 としての

（２） 
の とい る の と の

について理解できる。 
7週 と （１） の 加現 と の について理解で

きる。 
8週 と （２） 発 上地 の 加現 と の につい

て理解できる。 
9週 と （３） の 加現 が地球 に及 す

について理解できる。 
10週 と （１） での 生 の現状と の 通につい

て理解できる。 
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11週 と （２） を とし の について

理解できる。 
12週 と （１） での の生 の現状と の 通

について理解できる。 
13週 と （２） を とし の について

理解できる。 
14週 地球 の のシステ

ム 
地球 での を進行さ る地球と

動の について理解できる。 
15週 期  
16週 テスト と解説  

  
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 科学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z006 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 参 図書（ の必要 ない） 
 ジ イ ・ 力・ 生 の と実生

  
中  の自 とジ イ 中 選 10  

担当者   

 
到達目標 

１．バラ ン と なる 自 と かを説明できる。 
２．ジ イ の基本的な について説明できる。 
３．現 インドの ・価 に して 本との いを説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ バラ ン と なる

自 の

体 の を

と けて説明

できる。 

バラ ン と な

る 自 と

かを 分ながら

説明できる。 

バラ ン と な

る 自 と

かを説明できない。 

評価項目  ジ イ による

理解 を

る理 理 に基 く

行動 な を説明で

きる。 

ジ イ の基本的

な について

分ながら説明でき

る。 

ジ イ の基本的

な について説

明できない。 

評価項目  現 インドの ・価

に して いくつ

かを自分の視 から説

明できる。 

現 インドの ・価

に して 本と

の いを 分なが

ら説明できる。 

現 インドの ・価

に して 本と

の いを説明できな

い。 

 

17



学科の到達目標項目との関係 

A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

○A-2(b)： や自 の中での技 の を理解し 技 としての を自 できること． 

 
教育方法等 

概要 授業 基本的に 書を中心とし で行い す。ジ イ の

的実践に しての大きな し 生の実行 です。この理

的 けとなる ・ 説とい ジ イ の を に基

き説明し す。 の 現 さ のとして の に

するジ を めとする ・ な の り

現 の の姿と ジ イ を理解する上で重要な要 とし

て授業の中で し す。 
生 に の を て らう めに を とにし

を う めに 自身が現地で し のを中心に ・ ・

ビ な の をできる け うつ りです。この授業を通じて な

る 基 と生き に の理解を めて らい いと い

す。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
書を中心とする ですが 授業で 学生とのやり取りをしながら

説明を行い すので 的な参加姿勢を期 し す。授業 の理解

を に け る視 と の を ックする め の授業

後に ント・ ードを書いて らい す。 

注意点 授業中に する の全 時 に め から 習・ 習とし

て自分で で いて さい。 の に 参 やイン ー ット上で

の ースな を し す。 自の で らを参 し より の

理解を めて さい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 インド とジ

イ １ 
ジ イ 現在 こに くらい 在す

るのかを理解する 

2 週 インド とジ

イ ２ 
現 インドの の との比 でジ イ

の 要を理解する 

3 週 の としてのジ

１ 
マ ー ーラの と実 についての

を理解する 

4 週 の としてのジ

２ 
ン ・ ル ー と かを説明できる 
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5 週 の としてのジ

３ 
ジ イ でいう 24 と かを理解する 

6 週 の と発 １ シュラーマ の とジ イ との

を理解する 

7 週 の と発 ２ と の について理解する 

8 週 中   
9 週 テスト と解説  
10 週 と の理 １ ジー と かを理解する 

11 週 と の理 ２ ジ イ の （ ）を理解する 

12 週 と の理 ３ ジ イ で説明さ る からの解 の理

を理解する 

13 週 と生 １ ジ イ の 大 と かを説明できる 

14 週 と生 ２ 的 主 の理 を説明できる 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    20 10 100 

基礎的能力 70    20 10 100 

専門的能力        
分野横断的能力        

 
 

19



教科名 習  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z007 科目区分 選択 

授業形式 授業・ 習 単位数 １（履修単位）   

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 Hyper Listening （Intermediate) 3rd edition 

担当者    

 
到達目標 

１ Natural speed の の と  

表 発 書 と  

の 理 と と  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

200 600 度の分

の を い

て、スク トを

に を説明できる。 

200 600 度の分

の を い

て、スク トを な

がら を説明でき

る。 

200 600 度の分

の を い

て、 を説明できな

い。 

評価項目  

 

テ ストの や

等の 現の 80%
上を しく発 し、書

くことができる。 

テ ストの

や 等の 現の

60% 上を しく発

し、書くことができ

る。 

テ ストの

や 等の 現の

60% しか しく

発 でき 、書くこと

ができない。 

評価項目  

 

の を理解

し、授業で習 現

の 80% 上の と

を さ ることが

できる。 
 

の を理

解し、授業で習

現の 60% 上の

と を さ る

ことができる。 
 

の を

と 理解 、授業

で習 現の 60%
の と し

か さ ることが

できない。 
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学科の到達目標項目との関係 

A-3(f)： かつ に 解・ 現ができること． 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要 と りの る分 の を いて、 を理解する めの  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ニュース、ド ュ ン ー、 、クイ 等の と りの る

を いて を理解する。 、 、 、 を 動さ ての 解 、 

注意点 の 習 の授業に に取り組むこと。 ークシートを 。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 時 の き取り 時 の き取ることができる。 

2 週 位 の 現 位 の 現を理解することができる。 

3 週 の  単な の ができる。 

4 週 の 現 の位 で の 現をすることができる。 

5 週 質 の き取り 質 の き取ることができる。 

6 週 の き取り な を き取ることができる。 

7 週 のつながり のつながりを に できる。 

8 週 の ム の ムを習得できる。 

9 週 で いる 現 で いる 現を理解できる。 

10 週 発 が ている  発 が ている を できる。 

11 週 と のつながり と のつながりを に できる。 

12 週 時を す 現 時を す 現を運 できる。 

13 週 時 を す 現 の時 を す 現を運 できる。 

14 週 と のつながり と のつながり できる。 
15 週 期   
16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        
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分野横断的能力        
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教科名  

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z008 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 （ か ・2014 ・明 書 ） 

担当者   

 
到達目標 

１． 中 （ ）の について理解できる。 
２． ができる。 
３． アジアの について理解できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 自ら 的に 中

（ ）の

について理解できる。 

中 （ ）の

について理

解できる。 

心を さ 、 期

で 学力の が

ら ない。 

評価項目  的に に取り組

、 ができる。 
ができる。 

 
に取り組 、

期 で 学力の

が ら ない。 

評価項目  いくつかの を

、 アジアの

について理解でき

る。 

アジアの

について理解できる。 
アジアの

について 心を さ

ない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

A-3(f)： かつ に 解・ 現ができること． 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要 この科 で 、 中 （ ）をとり 、 の を解説し、
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による 解、 よび 本 による について学 。 の 、

て 中 （ ）の となる中 を中心とする アジアの

を かりやすく する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
テ ストを し、要 を 書しながら授業を進める。 

ントを し、 を す。 

注意点 的な中 の に する を必要とする。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イ ンス 授業 と 意 を理解する。 

2 週 と か の基 的 を理解する。 

3 週 の発  と き について理解する。 

4 週 の要  基本的な を理解する。 

5 週 り  と の を理解する。 

6 週 り  と を理解する。 

7 週 書き し  書き し の を理解する。 

8 週 こ での とめ（1） こ での授業 が 習できる。 

9 週 の要  の 意 を理解する。 

10 週 と  について理解する。 

11 週  と を む ができるよう

になる。 

12 週  大意を参 にしながら の ができるよ

うになる。 

13 週 習 の 業 を理解する。 

14 週 こ での とめ（2） こ での授業 が 習できる。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説 テスト結果が確認できる。 

  
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名  

 

科目基礎情報 

科目番号 5Z009 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 高 テ ストシ ー  応 学 上野 /  

担当者   

 

到達目標 

１． に する基本的事 を理解し らの を できる. 

２． の 分の を理解し の 分を できる. 

３． の 分を理解し に応じ で 分 を できる. 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 主 の で め

の理解ができる. 

 

に する基

本的事 を理解し

らの が でき

る. 

の が

できない. 

評価項目  ーシー・ ーマンの

理を い

の を行うことがで

きる.  

の 分の

を理解し

の 分が できる. 

の 分が

できない.  

評価項目  単 上に高位

が 在すると

きの 分を留

理を いて でき

る. 

の 分を理

解し に応じ

で 分 が で

きる. 

の 分を理

解し に応じ

で 分 が で

きない.  

 

学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる を理解していること． 
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教育方法等 

概要 この科 の ４ の 面の事 (n 等)を 習し

後 の を し 基本的な ( ・ ・

等)について の 習を行い す． に らの の の

意 での 分・ 分を学び とくに の意 で 分できる （

）について らが ている 質を しく て行き す． し

て最後に な の 分が( 分の で なく) 分の

によ て めら る という 留 理 を学び を実 の の

分の に 応 し す． 

 ４学 での 学の中の解析学 で について なことを学

でき し ．とくに 分 分と の応 工学の 科 応 さ

ることが多か と い す．しかし こで学 全て実 の

でし ．ここで の について 分 分等を学 ことにな

り す． 

 さて 実 より な で 分 分等を ること 実 の 合

より しくなり うな がし すが なことに で

が 単になる事 り す． 実 の で できないような

分が 単に できる 理 り す．こ  い視野で

てい とき に てい 物事が い視野で ると す きり

る 合が る という状 に てい す． 

こで この で の 1),2),3)に重 を いて 授業を行

て行き す． 

1) で実 の で 学 でき 事 を 確認し ・実力の を

図ること． 

2) で 実 の で 学 でき 事 が の になると のよ

うに り のような新しいことが り つのかを理解すること． 

3)物事を い視野から い視野で て るという姿勢を うこと． 

 解析学という 学の分野で の に しい と

てい す． の しさを しで 感じて ら いです． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ルー ーク等による授業 よび 習 

の理解と を かる め に レポートを して

らい す． 

注意点 明高 の 学 1 4 での を理解している必要が り す.  

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 
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期 

1 週 授業の 要説明 

 

に する を理解し の が

確実にできる． 

2 週 n  の ・ の ができる． 

3 週 の

(𝑒𝑧)・  

の (𝑒𝑧)・ の を理解

し の ができる． の が

解ける. 

4 週 の ・

(𝑎𝑧) 
の 、 (𝑎𝑧)の を理解

し の ができる． の が

解ける. 

5 週 の  の ・発 の を理解し, る

ことができる. 

6 週 分 分 の を理解し

分の ができる． 

7 週 ーシー・ ーマンの

理 

の を理解し ができる． 

8 週 中   

9 週 分 の 分の を理解し 分の

ができる．  

10 週 ーシーの 分 理

分 分  

ーシーの 理を理解する． 

11 週 テイラー , ローラ

ン  

のテイラー , ローラン の

を理解する． 

12 週 留 留 の

 

の ・ 留 の を理解し

留 の ができる． 

13 週 留 理 留 理の 組 を理解し 留 理を い

分の ができる． 

14 週 実 分 の応  留 理を応 し 実 分の ができる. 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 

評価 合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 
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専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ベクトル解析 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z010 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 授業中に を  

担当者 高本  

 
到達目標 

１．ベクトルについての 分・ 分を む基本 ができる． 
２．ベクトル の ・発 ・ について理解し ができる． 
３． 分 について理解し ができる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ベクトルについての

分・ 分を む基本

が 確にできる． 

ベクトルについての

分・ 分を む基本

ができる． 

ベクトルについての

分・ 分を む基本

ができない． 

評価項目  ベクトル の ・発

・ について理解

し の意 について

説明できる． 

ベクトル の ・発

・ について理解

し ができる． 
 

ベクトル の ・発

・ について理解

でき ができな

い． 

評価項目  分 ついて理解

し の意 について

説明できる． 

分 ついて理解

し ができる． 
分 ついて理解

でき ができな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる を理解していること． 

 
教育方法等 

概要 工学的な 大 ベクトルで さ す．物理や 科 で

る 力 度 等 大きさと 向 を つ です．
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し が て 工学上 るい 自 現 を する理 を する め

に 物理や工学の 分野に いて う をベクトル の として

現することがよく行 てい す． こで本 で ベクトルの

分・ 分の と や 科 の応 な を行い 工学的な現

をベクトル でとら て理解し ができる力を することを

し す． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
で授業を行い す。 

の理解と を かる め 習 のいくつかを レポートとし

て解 ・ して らい す． 

注意点 明高 の 学 1 4 の を理解している必要が り す。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イ ンス ベクトルの

（ベクトル ）

の よび の

習 

・ で学習し ベクトルの が確

実にできる． 

2 週 ベクトルの （ ）

の と の 習

習 

・ で学習し ベクトルの の が

確実にできる． 

3 週 ベクトルの 分・ 分の

及び 習 
ベクトルの 分・ 分の意 を理解し が

できる． 

4 週 ス ラー ・ベクトル

の  
ス ラー ・ベクトル の を理解できる． 

5 週 の 及び 習 ス ラー の の意 を理解し ができ

る． 

6 週 発 の 及び 習 ベクトル の発 の意 を理解し ができ

る． 

7 週 の 及び 習 ベクトル の の意 を理解し ができ

る． 

8 週 中   
9 週 ・ のベクトル

現の  
・ 分 

・ のベクトル 現が理解できる． 
・ 分の意 を理解し ができる． 

10 週 ス ラー の面 分 ス ラー の面 分の意 を理解し がで

きる． 
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11 週 ベクトル の面 分 ベクトル の面 分の意 を理解し がで

きる． 

12 週 発 理 発 理の意 を理解し ができる． 

13 週 面上の ーンの

理 
面上の ーンの 理の意 を理解し

ができる． 

14 週 ストークスの 理 ストークスの 理の意 を理解し ができ

る． 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 フー エ解析 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z011 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 ント等 

担当者   

 
到達目標 

１．フー エ について説明でき、 の ができる。 
２．フー エ について説明でき、 の ができる。 
３．１ の 動 ・ について説明できる。 分 、フー エ ・

を い 解 を理解する。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ フー エ を の

に応 できる。 
フー エ につい

て説明でき、 の

ができる。 

フー エ につい

て説明できない。 の

ができない。 

評価項目  フー エ ・

に する につ

いて説明できる。 

フー エ につい

て説明でき、 の

ができる。 

フー エ につい

て説明できない。 の

ができない。 

評価項目  １ の 動 ・

の を

説明できる。 
 

１ の 動

・ につ

いて説明できる。

分 、フー エ

・ を い 解

を理解している。 

１ の 動

・ につ

いて説明できない。

分 、フー エ

・ を い 解

を理解できていない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる を理解していること． 
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教育方法等 

概要  分 分 の多 の として 学的に

い かりで なく、多くの自 現 が 分 を いて さ るこ

とを て 明らかなように、 く理工学に いて中心的な重要 を て

いる。 
 この科 の １の 、学生 期 ・ 期 がフー エ

・ により さ ることを理解し、フー エ ・ に する基本

事 について 学習し、基本的な のフー エ ・ の ができ

ることで る。 
  ２の 、学生が理工学に いて最 に ら 応 上

に重要な意 を つ基本的な２ の 分 を理解することで

る。 体的に 、学生が 的な２ の 分 で る 動

、 ( ) 等が の となる物理現 から のようにして

さ るかを理解することで る。 
 ３の 、学生が 分 を いて２ の 分 の

・ 期 を する解を める を理解することで る。 動

・ ( ) を解く 合に 、本科４ の 応 学 に い

て学習し 分 の解 に加 てフー エ ・ の 必要

となる。 動 の解として得ら 動を図 することにより、

学生 動 によ て さ ている現 の理解を めること。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
による授業 よび 習 

の理解と を かる め、 習 を レポートとして解 ・

して らい す。 

注意点 明高 の 学 １ ４ の を理解している必要が り す。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 授業の 要説明  
2 週 フー エ の  ・ にし が て、 単な 期 に して

フー エ を めることができる。 

3 週 フー エ ・

、 の 期 の

フー エ  

 

・ ・ に してフー エ ・

を めることができる。 

・ の 期 に してフー エ を め

ることができる。 

4 週 としてのフー

エ多 、 のフ

・フー エ多 が最 の意 で最 の

で ることを理解する。 
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ー エ  

 
・ 単な 期 に して のフー エ

を めることができる。 

5 週 フー エ の 、フ

ー エ ・

 

・ にし が て、 単な 期 に して

フー エ を めることができる。 

・ ・ に してフー エ ・

を めることができる。 

6 週 フー エ の 質 ・フー エ の 質を理解し できる。 

7 週 こ 分（合

） 
フー エ の こ 分 理を理解し

の 単な応 を理解する。 

8 週 中   
9 週 テスト と解説 

分 説 

・ 分 に基本事 を理解する。 

・ 分 の 解について理解する。 

10 週 １ 動 の

 

・ の 動を する運動 から１

動 が か ることを理解する。 

11 週 １ 動 の

分 解 
・ 分 の 分 解による解 を理解

する。 

・ を す を めることがで

きる。 

12 週 期 を す１

動 の解 
・ 期 のフー エ より 期 を

す１ 動 の解が得ら ることを理

解する。 

13 週 １ の

 

・物体に りする が することから、

１ が か ることを理解す

る。 

14 週 の の  ・ の の１ に するフ

ー エ を い 解 を理解する。 

・ 期 が ラック ル で ら

合について理解する。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 
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専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z012 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 時の ント 

担当者   

 
到達目標 

１．確率 の期 や分 を めることができ、確率 による確率を できる。 
２． に する 的 や 的 ができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 確率 の期 や

分 を めることが

でき、確率 による

確率の が応 で

きる。 

確率 の期 や

分 を めることが

でき、確率 による

確率を できる。 

確率 の期 や

分 を め り、確率

による確率の

ができない。 

評価項目  に する

的 や 的

が説明できる。 

に する

的 や 的

を できる。 

に する

的 や 的

が説明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  工学の修得に 学 必要 です．工学の主 る 分 学的

(新しい な )や 学的 (新しい な )を いて さ

るからです． 工学の を解 する めの 理的 態( を

て ) 学の と の の からです． 

 この科 で １学 の基 学で学 確率の を発 さ て
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科 な で ー を分析するときに さ る という を学び

す．し が て この科 の授業 主として のと りです． 

1) に する (確率 の ・ の )な を理解する

こと． 

2) 確率 による確率の ・ の を いて らの が

できること． 

3) に を て を行う習 を けること． 

 1)について 確率の をより 学的に発 さ のです． を

し かり理解することが です． 

 2)について 1)で理解し を実 に できなけ なり ．

して 科 な の応 に てることができなけ なり

． 

 3)について と の解 を理解し の解 を の

アレンジして できるようになること のこと 新しい が

科 に るときにす に応 できるようになること さらに 学

や 科 な の学 けに ら のさ な 面で 新しい

な が できないかと けること す． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

による授業 よび 習の で進め す． の理解と

を かる め 科書本 中の 習 るい 科書 の

の 習 のいくつかを レポートとして解 ・ して らい す． 

注意点 明高 の 学 １ ４ での を理解している必要が り す． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 授業の 要説明  
2 週 確率 と の

期 ・分  
確率 の確率が でき、 の期

と分 を めることができる。 
3 週 分 、ポア ン分  分 ・ポア ン分 の を理解し 確

率・期 ・分 を めることができる。 

4 週 確率 と の
期 ・分  

確率 の確率が でき、 の期
と分 を めることができる。 

5 週 分 、 分 の
 

分 の を理解し 確率・期 ・分
を めることができる。 、 分 の
について理解する。 

6 週 分 の確率 分 の確率が できる。 

7 週 分 の応  分 を応 し を解くことできる。 

8 週 中  
 

 

9 週 2 確率 の期
・分  

２ 確率 の期 ・分 の 質につい
て理解する。 
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10 週 と 本、 本
の分 、 本比率の分  

と 本の を理解する。中心
理を理解し、 できる。 

11 週 説、 の
 

の を理解し、 の がで
きる。 

12 週 比率の  比率の ができる。 

13 週 説、 の  の を理解し、 の ができる。 

14 週 比率の  比率の ができる。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  80    20  100 

基礎的能力   80    20  100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 ランテ ア 動 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z013 科目区分 選択 

授業形式 習 単位数 １ 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数  
教科書／教材  
担当者 クラス  

 
到達目標 

１． ランテ ア 動を通じて の としての自 を つことができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ランテ ア 動を通

じて の として

の自 を 的に つ

ことができる。 

ランテ ア 動を

通じて の と

しての自 を つこ

とができる。 

ランテ ア 動を

通じて の と

しての自 を つこ

とができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

A-2(b)： や自 の中での技 の を理解し、技 としての を自 できること． 

 
教育方法等 

概要 ランテ ア 動を通じて、 の としての自 を 、自 や

との りの中での技 としての を自 することを す。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ランテ アの機 、 体の の かに に る のとする。 

（１） 全に する の 

（２） に ける 及び 動等に する の 

（３）身 ・ な の に する の 

（４） に する の 

（５）地 体等が主 する体育・ な の行事に する の 

（ ） の が認め の 
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ランテ ア 動に 事する学生 、 の きに うこと。 

１． ランテ アに 事する学生 、実 する の１５ でに ラン

テ ア 動 （ １ ）を学 、学科 を て学生 に

すること。 

２． ランテ アに 事し 学生が単位認 を する 合 、 の書

等を学 を て学生 に すること。 

（１） ランテ ア 動 明書（ ２ ） 

（２） ランテ ア 動 （ ３ ） 

（３） ランテ ア 動 書（ ４ ） 

注意点 事し 総時 が 45 時 上（ の 動の合 で ）で、 さ

ランテ ア 動 明書、 ランテ ア 動 よび ランテ ア

動 書に基 き し、必要に応じて面 を こな う で、評価

を こなう。 

単位修得 合 による。評価 ５ 評価で行い、３ 上を合 とする。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

or 

後期 

1 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

2 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

3 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

4 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

5 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

6 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

7 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

8 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

9 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

10 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

11 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

12 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

13 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

14 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

15 週 ランテ ア 動 動を実 できる 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート その他 合計 

41



フォリオ 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力        

分野横断的能力     100  100 
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教科名 物理 学  

 

科目基礎情報 

科目番号 5C001 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位, 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 ２ 

教科書／教材 新しい基 物理 学：合 （ ） 

担当者  

 

到達目標 

１． 学 応 度と 応 を理解して 度 について説明できる． 

２． 向や 応を説明でき さらに 応 度と 度の を説明できる． 

３． 応機 を理解し 応を説明できる． 理 と 状態理 を説明でき

る． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 応から 応

での 度 を説明で

き 度 等を

できる． 期

について 説明でき

る． 

応から

応 での 度 の

度 等を でき

る． 応の

期を できる． 

応から

応 での 度 の

度 等を でき

ない． 応

の 期を でき

ない． 

評価項目  向や 応

を説明でき さらに

応 度と 度の を

説明でき エ

ル ー等を でき

る． 

向や

応を 度 を で

き さらに 応 度と

度の から

エ ル ー等を

できる． 

向や

応を 度 を で

きない．さらに 応

度と 度の から

エ ル ー等

できない． 

評価項目  状態 を いて

応機 を理解し

応を説明できる．

理 と

状態理 を説明でき

応を でき

る． 理 と

状態理 を理解

できる． 

応を でき

ない． 理

と 状態理 を理

解できない． 
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る． 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

 

教育方法等 

概要 学 応が時 とと に のように進行するかという すな

応 度の の と に重要で る．本 で 主として

学 応 度に及 す 度 度 よび の を取り い 応

度の理 的な面で 体分 運動 に基 く 理 を理解すること

が で る． に 学 応の 度を のように 現するか な

のような 現が 能かを理解する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 授業 基本的に の をとるが 授業 授業 に す通りで

る． 

注意点 4 での物理 学 よび 分 を理解して くこと． 

 

授業  

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 学 の 度 応の 分 機 について説明できる． 

2 週 応 応を理解し 説明できる． 

3 週 応 応を理解し 説明できる． 

4 週 応 応を理解し 説明できる． 

5 週 応 と 向

に進行する 応 

応 の と の 向に進

行する 応の機 を理解し 説明できる． 

6 週 の 向に進

行する 応 

の 向に進行する 応の機 を理

解し 説明できる． 

7 週 応 の 応を理解し 説明できる． 

8 週 中   

9 週 応 度と 度 アレニウスの を いて できる． 

10 週 単分 応の理  状態 を いて 応機 を理解し 説明

できる． 

11 週 応 応機 を説明でき できる． 

12 週  が る 合の 応機 を説明でき

る． 

13 週 理  理 を理解し 説明できる． 

44



14 週 状態理  状態理 を理解し 説明できる． 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 学工学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5C002 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位 15/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 多 学工学  書店 

担当者   

 
到達目標 

1. ス 、 分 の基 、 、 、 、 ・ を理解・説明ができる。

、 する ができる。 
2. 分 技 の基本機能の理解できる。 説明ができる。 
3. について説明ができる。 しく 習 を解くことができる。 
4. 、 について説明ができる。 習 が解くことができる。 
5. 、 に して 説明ができる。 、 習 を解くことができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ ス の基 よび

の物質 の理

解ができる。 しく

を めることができ

る。 

ス の基 よび

の物質 の理

解ができる。 を

めることができる。 

ス の基 よび

の物質 の理

解ができない。 を

めることができない。 

評価項目  分 技 の基本機能

の理解し、 しい で

説明ができる。 

分 技 の基本機能

の理解できる。 説明

ができる。 

分 技 の基本機能

の理解できない、 説

明ができない。 

評価項目 3 
について説明がで

きる。 しく 習

を解くことができる。 

について説明がで

きる。 しく 習

を解くことができる。 

について説明がで

きない。 しく 習

を解くことができ

ない。 

評価項目 4 

、 について

確の で説明ができ

る。 習 が し

、 について説

明ができる。 習

が解くことができる。 

、 について説

明ができない。 習

が しく解くこと
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く解くことができる。 ができない。 

評価項目 5 

、 に して

確に説明ができる。

、 習 を しく解

くことができる。 

、 に して 説

明ができる。 、 習

を解くことができ

る。 

、 に して説明

ができない。 、 習

を解くことができ

ない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-4(d-1)： な分野の と技 を理解し 合的に する めの視野を ている

こと． 

B-1(c)： 分野の基 となる を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  ４ でに習得してき 学 ロ スの単位 の と理解度の

向上を かり、より実践的な のとする め、 ロ ス工学的な応 能力

を身につける。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

を中心とし 1 の授業 とに授業 の とめ、 習 を す。 

注意点 ４ でに習得してき 学 ロ スの単位 等 分に把握するこ

と。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 
ン ーの  

 
ン ーの について説明ができる。

の を る。 

2 週 
スを 体に する

 
スを 体に する に して説明がで

きる。 

3 週 の物質  の物質 の ができる。 

4 週 スの  の物質 の ができる。 

5 週 
重 説、 度、 重 説について説明ができる。 度

について理解できる。 

6 週 
総 物質 動  総 物質 動 について理解できる。 、

する ができる。 

7 週 
分 、 分 の 進力 について説明ができる。 分 ・ 分 の

進力について理解できる。 

8 週 期中   
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9 週 

、 を す

図、分 、分

比 

について説明ができる。分 、分

比について理解できる。 の 図

について理解し、 する を めるこ

とができる。 

10 週 
単 、 率、多

 
単 、多 の ができる。

率を めることができる。 

11 週 

、 質、 、

 
、 質、 について説明ができる。

、 の 質の について

ることができる。 

12 週 
度、 、

 
度、 について説明ができる。

に する ができる。 

13 週 
、  について理解できる。 の ができ

る。 

14 週 
、 の進行 、

率 
、 の進行 について説明ができる。

後の 率を めることができる。 

15 週 期期   
16 週   

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 物質工学実  

 

科目基礎情報 

科目番号 5C003 科目区分 必修 

授業形式 実  単位数 １（学修単位 45/45） 

開設学科 物質工学科（物質 ース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 1.5 

教科書／教材 より する ント 

担当者  中  

 

到達目標 

1 実 を理解し 工学の基 的な ・技 を して めら 時 に 的に実

を 期 に 書を できる 

2 得ら 果を 確に解析し 工学的に できる 

3 本 による や、 図 を いて 理的に説明できる 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１  事 に 習を行い

しく機 を して

率的に実 を 、

書を できる。 

 めら 時 に

的に実 を 、期

に 書を で

きる。 

 めら 時 を大

に て 実 を

ら ない、 るい 期

に 書を で

きない。 

評価項目   得ら 果を 確

に解析し 参 等か

ら ら な を 加

して 工学的に く

できる。 

 得ら 果を 確

に解析し を工学的

に できる。        

 得ら 果を 確

に解析できない。        

評価項目 3  得ら 果を し

い 本 による や

い いことが分かる

図 を いて 理的に

説明できる  

 得ら 果を 本

による や、 図

を いて 理的に説明

できる  

 得ら 果を 本

による や  図

を いて 理的に説明

できない  

 

学科の到達目標項目との関係 

B-3(d-2)：実 ・実習等の を理解・実行・ できること． 

 

教育方法等 
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概要   機、 機、 分野に いて習得し の基 を とに、

実 について な機 を して解析し、 を行い、 の

や について理解し するとと に、 の を把握し でき

ること。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 全体を 6 つの に分け、6 つのテーマをローテーシ ンしながら実 す

る。1つのテーマ 3 マ（1.5 マ 2週）で る。 実 の 的、

と 意事 、 さ る結果に する 分な 習を行うこと。 、

レポートに する を書 やイン ー ットで行うこと。 書

の 時 時 中に りと ないので、時 に 行うこと。

、実 よび に する を行うので学習して くこと。 

注意点  物質 ースで習得し す ての科 の と、実 、解析の を必要

とする。 、4 に ける物質工学実 に く ので、より な

を い、機 分析 のより高度な を習得する。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 
エンテーシ ン 実 の 的 ならびに実 に ける

意事 を る。 

2 週 
テーマ 1 ライト

の合 と （ 1週） 

ライトの合 について理解できる。 

3 週 
テーマ 1 ライト

の合 と （ 2週） 

ライトの主な について理解し 実

に評価できる。 

4 週 
テーマ 2 シ ゲル

の合 と （ 1週） 

シ ゲルの主な について理解し 実

に評価できる。 

5 週 
テーマ 2 シ ゲル

の合 と （ 2週） 

シ ゲルの合 について理解できる。 

6 週 

テーマ 3 授業の

（ 1週） 

 

を して 授業を できる。 

に り 実 の の安全 理 よび

ストを に ることができる。 

7 週 

テーマ 3 授業の

（ 2週） 

 

授業を分かりやすく実 することが

できる。 

8 週 

テーマ 4 面 ・

の合 （ 1週） 

 

イ ン 面 の合 について理解で

きる。 
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9 週 
テーマ 4 面 ・

の合 （ 2週） 

面 を合 に を

し評価をすることができる。 

10 週 

テーマ 5 分析

による高分

の評価（ 1週） 

の 理について理解できる。 

11 週 

テーマ 5 分析

による高分

の評価（ 2週） 

分析により ラス 結

を評価することができる。 

12 週 
テーマ 6 ンによ

る 合物の （ 1週） 

基本的な 機 合物について ンで

ができる。 

13 週 

テーマ 6 ンによ

る 合物の （ 2週） 

な を する 合物について ン

で ができ、 合物の ・ を説明で

きる。 

14 週 
テスト 実 よび の について 説明で

きる 

15 週 テスト と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 20 5 2  73  100 

基礎的能力        

専門的能力 20 4   57  81 

分野横断的能力  1 2  16  19 
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教科名 生物工学実  

 

科目基礎情報 

科目番号 5C004 科目区分 必修 

授業形式 実  単位数 １（学修単位、45/45） 

開設学科 物質工学科（生物 ース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 1.5 

教科書／教材 からの ント 

からのバイ 実  ゲ ムから ロテ ーム  

担当者    

 

到達目標 

１ 実 を理解し、必要な ・技 を に いて、 めら 時 に 的に実

を 、期 に 書を できる 

２ 得ら ー を 確に解析し、 できる 

３ 図 を いて得ら 果を 本 で 確に分かりやすく説明できる 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 実 を理解し、必

要な ・技 を

に いて、 めら

時 に 的に実

を 、期 に

書を できる。 

実 を理解し、必

要な ・技 を

に いて、 めら

時 に 的に実

を 、期 に

書を できる。 

実 を理解し、必

要な ・技 を

に いて、 めら

時 に 的に実

を ることがで

きない。 書が期

に できない、

でき として

書の が参

書を し （主

）にな ている、

に が る

な 書の体をな

していない。 

評価項目  得ら ー を

確に解析し、 く

できる。 

得ら ー を

確に解析し、 でき

る。 

得ら ー を

確に解析できない。 

評価項目  な最 の図

を 果的に し、得

ら 果を しく

分かりやすい 本

で できる。 

な図 を いて、

得ら 果を し

く分かりやすい 本

で できる。 

得ら 果を し

く分かりやすい 本

で できない。 
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学科の到達目標項目との関係 

B-3(d-2)：実 ・実習等の を理解・実行・ できること． 

 

教育方法等 

概要 生物工学の基 となる 実 、 生物工学実 の を習得する

とと に、実 を通して、 ・評価、 生物工学の基 を習得する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 本実 、 （ 実 ）と後 （ 生物工学実 ）からなる。 

 実 の最 に実 のフロー図を 書し、説明して らうので、実 の

習 かさないこと。 、実 の よび に する を行うの

で学習して くこと。（ 上、 後 通） 

 実 で 、全体を４ に分け、 で協力しながら実 を行う。 

注意点 実  

 実 に必要な基本的な ４ の生体 工学で習得 の

で る。 、 いる ４ の生物 応工学実 の 安

物で る。 （ 安 を む）について、理解度が 分な

学生 し かり 習し、 の を身に けて くこと。 

生物工学実  

 4 の生物工学実 で基 的な 習得して り 実

生体 工学 生物工学 生物工学で習得し を する ので

る．この め 科 の を 分に行うこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 エンテーシ ン 1 実 の 要が理解できる． 

2 週 実 （ ラムク

ロマト ラフ ーによ

る 1） 

クロマト ラフ ー により、 的の生体物

質（ スフ ー ）が （分

）できる。 

3 週 実 （ ラムク

ロマト ラフ ーによ

る 2） 

クロマト ラフ ー により、 的の生体物

質（ スフ ー ）が （分

）できる。 

4 週 評価実 （比

） 

の を 的に ることができる。

分 分析 を いて、生体物質（本 応

の生 物質）を することができる。

の での を でき、比 を

して、 の を することができる。 
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5 週 評価実 （ SDS

PAGE1） 

動 により、 的の生体物質（

スフ ー ）が分 できる。 

6 週 評価実 （ SDS

PAGE2、MALDITOF MS） 

SDS PAGE により、 的の生体物質分 でき

る。 

MALDITOF MSにより、 的の生体物質の分

ができる。 

SDS PAGE、MALDITOF MS により、 的の生

体物質の を できる。 

7 週 実 （ よびレ

ポート 理） 

 

8 週 エンテーシ ン 2 生物工学実 の 要が理解できる． 

9 週 の  ゲル により の ができる．

し の が できる． 

10 週 によるアル

ール発  

や ル ースを発 にし

を アル ール発 の の ができ

る． 

11 週 発 生 物の分析 発 物の pH, 発生 度

な の分析 ができる． 

12 週 中の 及び大

 

天 地や ス シ レート 地を

的に し サン ル中の 大

が できる． 

13 週 加 による の

 

サン ルを な で加 理し

を できる． の に する 動につい

て できる． 

14 週 生物工学実 （

よびレポート 理） 

 

15 週 レポート、  

後  

 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 20    80  100 

基礎的能力        

専門的能力 20    80  100 

分野横断的能力        
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教科名 業  

 
科目基礎情報 

科目番号 5C005 科目区分 必修 

授業形式 習・実  単位数 （履修単位） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 期 4.5・後期 4.5 

教科書／教材  
担当者 全  

 
到達目標 

１． テーマに する ・ を テーマに する を身に け 取り

組む の を理解できる． 
２． テーマに する を解 する めに を て 実 等を行い を進めるこ

とができる． 
３．得ら 果を 発 よび で説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

テーマに する

・ を

テーマに する

を身に け 取り組

む の を明確に

理解できる． 

テーマに する

・ を

テーマに する

を身に け 取

り組む の を

理解できる． 

テーマに する

・ を

取り組む の

を理解できない． 
 

評価項目  

 

テーマに する

を解 する め 主

体的に を て 実

等を行い を進

めることができる． 

テーマに する

を解 する め

に を て 実 等

を行い を進める

ことができる． 

テーマに する

を解 する め

の を てること

ができ を進め

ることができない． 

評価項目  

 

得ら 果を

発 よび で分

かりやすく しく説

明できる． 

得ら 果を

発 よび

で説明できる． 
 

得ら 果を

発 しく

で説明できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

A-3(f)： かつ に 解・ 現ができること．  

B-2(g)： 分野の を理解していること．    

C-1(d-3)：自ら を発 し の本質を理解できること．  

○B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

○B-3(d-2)：実 ・実習等の を理解・実行・ できること． 

○C-2(e)(h)：身につけ と実践力を し を解 できること． 

 
教育方法等 

概要 業 の 科 と なり 単に 分野に する を修得する

けで なく 解 さ ていない を い し 認 を め の

解 の を自ら り く ので る。 テーマ で る め

や の解 なる。 

業 の 分野の認 を める けでなく に取り組む

ことを通して 業してから 技 として に要 さ る 質（ 心

や向上心）・ 能力な を 得することで る。 より高度な実践

的な や学 を体得すること 合 て要 さ る。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
の の と 自ら を て を解 する めに を

行する。 な時期に中 発 を行い 後期の り に を し

発 要 を し 本発 を行う。 

注意点 本科で学習し 学 を総合 さ ること とより、 テーマに

し 科 を く認 するとと に、 で、解析や分析に必要な応

学や 学、現 を理解するのに必要な応 物理学、 を

り、 を とめる めに必要な 力や 力を必要とする。 

評価 の で行う。 について５ で評価する。            

１． の取組と 評価  

的な の書き に て書か てい か。 

的 現状の ・ を把握し の との比 めて、

に さ てい か。 

で か。 

結果 よび で か。 

図や で か。 

に する を む等して の理解に め か。 

自発的に を てて を行 るようにな か。 

が し イン能力育 の めの取組を行 か。 

２．発 評価                                  
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発 要 （ り、 等） 的な発 要 の書き に て書か

てい か。 

発 かりやすく さ てい か。  

の説明 で か。 

質 に する応 で か。 

 

評価 １・２ が評価し、評価 ３ 学科の全 で評価す

る。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 イ ンス の 業 の を理解できる． 

2 週 の  テーマに する を理解できる． 

3 週 の  テーマと よ の が でき

る． 

4 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

5 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

6 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

7 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

8 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

9 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

10 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

11 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

12 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

13 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

14 週 中 発  発 により の を 理的に る
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ことができる． 

15 週 中 発  発 により の を 理的に る

ことができる． 

後期 

1 週 業 中 発  発 により の を 理的に る

ことができる 

2 週 の  中 発 での質 応 を の

・修 ができる． 

3 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

4 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

5 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

6 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

7 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

8 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

9 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

10 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

11 週 の実  自主的に の 実 等を行い、実

結果の よび ができる． 

12 週 業 最 発 の

 
発 の めの を できる． 

13 週 業 最 発  発 により の結果を 理的に る

ことができる． 

14 週 業 の  により の結果を 理的に ること

ができる． 

15 週 業 の  により の結果を 理的に ること

ができる． 

 
評価割合 
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 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 理 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C006 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 ント 

担当者 中  

 

到達目標 

１． や の ができる。 

２．EXCELを し ー 理、 学に する 、 理ができること。 

３． ら に して PowerPointを し レ ンテーシ ンを行うことができる

こと。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ や

の ができ、さ

らに し を

理できる。 

や

の ができる。 

や

の ができな

い。 

評価項目  EXCEL を し

ー 理、 学に す

る 。 、 の

理を行 よいか

し、 理ができ

る。 

EXCEL を し

ー 理、 学に す

る 、 理がで

きる。 

EXCEL を し

ー 理、 学に す

る 、 理がで

きない。 

評価項目  ら に

して PowerPoint を

し レ ンテー

シ ンを理 的に行

うことができる。 

ら に

して PowerPoint を

し レ ンテー

シ ンを行うことが

できる。 

PowerPoint を し

レ ンテーシ

ンを行うことができ

ない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる を理解していること． 

 

教育方法等 

概要  （ 技 ）の な進 アの状 を大きく 、
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と の 多 にな ている。 時 にいかに アと向

き合い、 を するかが大きな になり、 ア テラシー、

テラシー の 心が高 ている。このように 現在で ン ュ

ー の ができる能力に加 の のを い い な を

て し らを選択・加工し 発 し さらに していくことがで

きることが必要で る．本授業の ン ュー を し を

加工 発 ができることで る。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

授業 理 ン ーで のような について よび 習

で行う． 期 め、 ン ュー を して行う。 、 レ

ンテーシ ン 実 する。 

注意点  1,2 での 理基 理 を基 とする の応 的科

で る．主として Microsoft の Word Excel Power Point を す

るが 基本的な 習得している のとして を行うので

に 分に を 習して くこと． 授業中に修得し 技 を

して解くレポートを す。さらに レ ンテーシ ン 実 するので

らの を 分にすること．な 書きのレポート 認めない． 

 

 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 

エンテーシ ン 

の  

 

と なにか、 の について説明

できる。 

2 週 
の １ イン ー ットを して学 の が

できる。 

3 週 

の ２ イン ー ットを して の が

できる。 

を 理して テントマッ を す

ることができる。 

4 週 EXCEL の基 １ EXCEL の基本 ができる。 

5 週 
IF と ラフ IF を ができる。 

ー に し ラフを できる。 

6 週 LOOKUP  LOOKUP を できる。 

7 週 
 EXCEL を して、 な の面 を め

ることができる。 
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8 週 期中   

9 週 
応 度 応 度 を とに、 学の 度が

できる。 

10 週 
 EXCEL を して ー の 単な 理が

できる。いくつかの ができる。 

11 週 
レ ンテーシ ン１ 

 

レ ンテーシ ンをするに ての心

、 の を る。 

12 週 PowerPointの基  PowerPointの基本 ができる。 

13 週 
PowerPointの基 ２ PowerPoint を して な図が でき

る。 

14 週 
レ ンテーシ ン２ ら に して レ ンテーシ ン

を実 できる。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 50 20   30  100 

基礎的能力 30 10   20  60 

専門的能力 20    10  30 

分野横断的能力  10     10 
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教科名 工業  

 

科目基礎情報 

科目番号 5C007 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 より する ント 

担当者   

 

到達目標 

１． 学に する の ・ し ・ に 工業 に親し 理解力を高める。 

２． 学に する や で さ る 現を習得する。 

３． や 合物について しく むことができる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１  学に する を

しく かりやす

い 本 で 現するこ

とができる 

 学に する を

本 で 現する

ことができる 

 学に する を

しく むことができ

本 で 現できな

い 

評価項目   学に する

や で さ

る 現を習得し さら

に 本 を できる 

 学に する

や で さ

る 現を習得できて

いる 

 学に する

や で さ

る 現を習得できて

いない 

評価項目   や 合物につい

て しく むことがで

き しい発 や りが

できる 

 や 合物につい

て しく むことがで

きる 

 や 合物につい

て しく むことがで

きない 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

A-3(f)： かつ に 解・ 現ができること． 
 

 

教育方法等 

概要 で書か や を むことで 解力を うことで る。 学

に する や で さ る 現を習得し 学に する

を 解する めの基 的な能力を身につける。 
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授業の進め方と 

授業内容・方法 

を め を行ないながら や 現について し す。

合物や の や りについて 習得できるよう授業中に

を す。 

注意点 業 と の る 等 に を通して くのが しい。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
工業 の 要 基 的な （単 ）について ・

ができる。 

2 週 
の理解（１） Overview for SCF applicationについて

できる。 

3 週 
の理解（２） Overview for SCF applicationについて理解

する。 

4 週 の理解（３） Fluid choices in SFE について理解する。 

5 週 
の理解（４） で書か 単体の状態図や物 について

理解する。 

6 週 
の理解（５） SC-CO2 extraction for the fractionation of 

citrus oilについて理解する。 

7 週 の理解（ ） SFRについて理解する。 

8 週 後期中   

9 週 の理解（ ） SFEについて に要 できる。 

10 週 の理解（ ） Simulation, SFRについて に要 できる。 

11 週 
で さ る

現の理解（１） 

で 現さ 結果を ラフで 現するこ

とができる。 

12 週 
で さ る

現の理解（２） 

中の ラフを で に 現すること

ができる。 

13 週 
で さ る

現の理解（３） 

な を しく むことができる。 

14 週 
で さ る

現の理解（４） 

な を で しく ることがで

きる。 

15 週 学   

16 週 テスト と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート その他 合計 
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フォリオ 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 20      20 

専門的能力 80      80 

分野横断的能力        
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教科名 工学基  

 
科目基礎情報 

科目番号 5C008 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位,30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 工 学生の めの 基 ロ  

担当者 塚  

 
到達目標 

１． 工学に する基本的事 を理解する。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 、 学、

、 工学・

の基 理 に

ついて に理解でき

に することが

できる。 

、

学、 、 工

学・ の基 理

について理解でき

に すること

ができる。 

、

学、 、 工

学・ の基 理

について に理

解でき 、 に

することができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-4(d-1)： な分野の と技 を理解し 合的に する めの視野を ている

こと． 

 
教育方法等 

概要 工学の発 め しく、 くい い な分野で さ ている。 
この科 で 、 、 学、 、 工学・ の

基 理 について学び す。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
を主体とし、実物を しながら授業を行う。 

注意点 物理で学 分野との が い。最 通 4 の の

の とする。 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 と  ・ について理解できる。 、 の

ができる。 

2 週 ームの  ームの を説明できる。 、 を

することができる。 

3 週 の合  の合 を理解できる。 、 の がで

きる。 

4 週 ブ ッジ  ブ ッジ を理解できる。 

5 週 ル ッフの  ル ッフの を理解できる。 、 の

ができる。 

6 週 力・ 力  力・ 力 を理解できる。 、 の が

できる。 

7 週 、 現  の を理解できる。 現 について説

明できる。 

8 週 期中   
9 週 に するクーロン

の  
に するクーロンの について理解で

きる。 、 の ができる。 

10 週  について理解できる。 

11 週 と  について理解できる。 、 の

ができる。 

12 週  について理解できる。 、 の

ができる。 

13 週 に するクーロ

ンの  
に するクーロンの について理解

できる。 、 の ができる。 

14 週 ン ンサ ン ンサについて理解できる。 、 合

の ができる。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

後期 

1 週 の  の について理解できる。 、 の

ができる。 

2 週  の について理解できる。 、 の

ができる。 

3 週  R-L-C について理解できる。

の ができる。 
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4 週 力 力・ 力・ 力について理解で

きる。 、 らの ができる。 

5 週 ・ 動機 ・ 動機について理解できる。 

6 週 シー ンス  シー ンス について理解できる。 

7 週 動機の 動

 
動機の全 動 について理

解できる。 、 を書くことができる。 

8 週 後期中   
9 週 体 体、 体、 体について理解できる。 

10 週 イ ード イ ードの 理、 質について理解できる。 

11 週  、全 について理解できる。 

12 週 ブ ッジ  ブ ッジ について理解できる。 、

を書くことができる。 

13 週 トランジス ・  トランジス の 理、 について理解で

きる。 

14 週 機 機の 理、 を理解できる。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 機械工学基  

 
科目基礎情報 

科目番号 5C009 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 機械工学 説  

担当者 上   

 
到達目標 

１． 機械工学的視 （力、動力、エ ル ーの視 ）からで 工学的事 の ・解析がで

きること。 
２． 学工 、 学分析 、 学 で さ る機 を しく（ 率よく安全に）運

、 できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 力、動力、エ ル ー

の意 を しく理解し

ている。単 な 状の

物体に かる 力の

の 理 を理

解して り、 力の

ができる。 の

力により物体 に生じ

る 力（応力） の

の 理 を理

解して り、 力（応

力） を でき、物

体の 度解析ができ

る。 

力、動力、エ ル ー

の意 を しく理解

している。単 な 状

の物体に かる 力

を できる。 の

力により物体 に生

じる 力（応力） を

でき、物体の 度

解析ができる。 
 

力、動力、エ ル ー

の意 を しく理解

していない。単 な

状の物体に かる

力を できない。

の 力により物体

に生じる 力（応力）、

を でき 物体

の 度解析ができな

い。 

評価項目  学 ラント の機

、 のエ ル

ー 率を ・説明で

学 ラント の機

、 のエ ル

ー 率を説明できる。

学 ラント の機

、 のエ ル

ー 率を説明できな
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きる。 学 ラント

の機 、 に生じ

る の ・

について説明でき

る。 学 ラント の

機 、 安

について説明できる。 

学 ラント の機

、 に生じる

の について説

明できる。 学 ラン

ト の機 、 の

安 について説

明できる。 

い。 学 ラント の

機 、 に生じる

の について

説明できない。 学

ラント の機 、

の 安 につい

て説明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-4(d-1)： な分野の と技 を理解し 合的に する めの視野を ている

こと． 

 
教育方法等 

概要 機械工学全 く く のテ スト本を し、 、 学工 や実

、 で必要と る機械 について より実 的な を

が して に い す。 機械工学的 力をつける

め、後 技 、 として実 に に つ機械 を身に ける

めです。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
中心です。 

注意点 物理の 体の力学の を ていることが必要です。 
最 通 ４ 行う の とし す。 

 
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週  機械工学の 要 
 単位  

 機械工学の主要 4 力学と機械 ,要 ,工
及び運 との を説明できる。 

 力、動力、エ ル ーの を の 単

位を いて説明できる。 

2 週 機械  
 の 度に る

物  
 と の 質 
 質  

 力、応力、 の と 及びフックの

、 、 の意 が説明できる。 
 （ に 、ステンレス ）の

及び らの 質（ に 度的物

（ 、 らが 度等の に い

て う するのか め））を説明でき
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る。 
 の 質の 質 （ に の

理）について説明できる。 

3 週 機械  
 の  
  

 の と の い、及び

重の いによる の い（ 重 、

。ク ー 等）について説明

できる。 
 （ 、 度、 、 、ク

ー ）の 理、 機 について説明でき

る。 

4 週 機械  
  
  

 に発生、 在する （き ）及

び応力 中の の 及び の

度に る が説明できる。 
 （ 、 ）の

理、 能 について説明できる。 

5 週 機械  
 

（ 、 、 、 
スン ）の 理、 能 について説

明できる。 

6 週 力学 
応力と安全率 

応力と安全率の意 を説明 。 力（

重）の 、 かり に応じて 応力（安全

率）の ができる。 
 

7 週 力学 
応力を ける

の 度 

単 重、単 重を ける

の 度 を通じて の 度を評価でき

る。 

8 週 期中   
9 週 力学 

を ける の

度（理 ） 

分 を いて 力を ける

の 度 （理 ）を き る。 

10 週 力学 
力 の の 度(JIS

) 

力を ける の理 度 と

実 （JIS B 8265）の を確認し う で

に い 力 の の 度 ができる。 

11 週 力学 
ーンルーフ ンクの

の 度（JIS ） 

力を ける の理 度 と

実 （JIS B 8501）の を確認し う で

に い ーンルーフ ンクの の 度

ができる。 
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12 週 力学 
重を ける の

度 

にかかる 重より 面に かる 応力

の生じ を理解、 の 面に かる ー ント

より の 度 ができる。 

13 週 力学 
 り 重を ける

の 度 
  

 動力 の 動力より にかかるト

ルクを 、 のトルクより 面に か

る り応力の生じ を理解、 面に か

るトルクより の 度 ができる。 
 発生の現 を理解し、 学 ラント

で発生し い事 の説明ができる。 

14 週 機械  （ 率 、 度 ）及び

、 め いについて説明できる。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  
 
 

後期 

1 週 機械要  
合要  

じ の と の 、 よび ー、ス

ライトを説明できる。 

2 週 機械要  
動力 要  

（トルクと ー ントを ける ）、 、

ンク機 （ ストン・クランク機 ）、 ム、

の ・ について説明できる。 
 

3 週 機械要  
 動力 要  
 運動 動要  

 、ベルト ン、アク ュエー ー

の ・ について説明できる。 
 バ 、 ン 、ブレー の ・ につ

いて説明できる。 

4 週 機械要  
要  

要 の基本 を理解し の 全

めて説明できる。 

5 週 機械要  
体 要  

、 、 ス ット、 （ 、安全 ）、

の 、 の 及び 、 を説明でき

る。 

6 週 機械力学 
度 

高 機 の 度の 理を理解し、 の

説明できる。 

7 週 自動  
ロ ス  

・ステッ 応 理 を理解し、 動して こる

事 が 時 高 の組 合 で

さ ることを説明できる。 
・ ロ スの PID フ ードバック を説明
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できる。 
・ ロ ス 図を することができる。 

8 週 後期中   
9 週 機械工  

、 加工、工 機

械 

の加工に応じ の工 /工 機械

を う きかを選 できる。 

10 週 機械工  
 

アーク 、TIG ,MIG の

及び を説明できる。 

11 週 体力学 
 体運動の  
  

 ベル ーイの 、ト の を説

明できる。 
 トー 、ベン ュ を いて

ができる。 

12 週 体力学 
体機械 

・ 体 機 の と の が説明でき

る。（ を むことができる。） 
・ ビテーシ ン、サージン の現 、 の

、 を説明できる。 

13 週 力学 
 力学の 0、 1、

2  
 機 のサイクル 

 

 エン ル 、エントロ の意 を理解し、

力学の基本 を説明できる。 
 機 の サイクルについて説明できる。 

14 週 力学 
を 体とする

力学 

の エ 図、 を いて を

体とする 、 -動力 、 りの

ロ スを解析できる。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 質 理 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C010 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 基 から かる 質 理 ツ  

担当者   

 

到達目標 

１ 質 理の基 的な事 を説明できる。 

２ 質 理の実践な について説明できる。 

３ 質を する を説明できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学習し 質 理の

基 的事 ついて

に説明できる。 

いくつかの 質 理

の基 的事 につい

て説明できる。 

質 理の基 的事

について説明でき

ない。 

評価項目  学習し 質 理の

実践 ついて

に説明できる 

いくつかの 質 理

の実践 について

説明できる。 

質 理の実践

について説明できな

い。 

評価項目  学習し 質の

ついて に説

明できる 

いくつかの 質の

ついて説明で

きる。 

質の つい

て説明できない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる を理解していること． 

○B-4(d-1)： な分野の と技 を理解し 合的に する めの視野を ている

こと． 

 

教育方法等 

概要  質 理と 、 に して てい ける 質の やサービス

を 発し、生 し、 し、 の のサービスを に実行することで

る。 

 質 理技 の 、 さ る ・サービス等を に り
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す めに の 実 を把握し 上で 発、 、アフ ーサービスを

行う めに 工 で必要な 書を し、こ らを合理的に してい

くことに る。 

 学生 の 発、 の を理解し、 質 理と か、 の 、

的な 、 理・ の進め を理解する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 テ ストを いて 授業に 習 と解 を行い、 質 理の基

的事 を理解して らう。後 QC ３ 度の 習 を解 し

て らう。 

注意点 ・確率の基 を することが しい。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 質 理と １ 質 理と かを説明できる。 

2 週 
質 理と ２ 的 質 理と総合的 質 理について説

明できる。 

3 週 質 と １ 質 と かを説明できる。 

4 週 質 と ２ 質機能 と か説明できる。 

5 週 
の 質 の

組 くり 

生 要 ４ の 理について説明できる。 

6 週 
ューマンエラー

 

ューマンエラー と を説明できる 

7 週 質 理の実践 理と を説明できる。 

8 週 後期中   

9 週 つ の 習１ レート図を説明できる。 

10 週 つ の 習２ 要 図を説明できる 

11 週 つ の 習３ ックシートを説明できる。 

12 週 つ の 習４ スト ラムを説明できる。 

13 週 つ の 習５ 図を説明できる 

14 週 つ の 習  ラフと 理図を説明できる 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 
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総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C011 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 ント 

担当者  

 

到達目標 

１．大 ・ ・ な で さ る地球 の について理解できること． 

２．地球 の ・ の現状を 学的 面から理解できること． 

３． 学物質の スクや の 及び評価 について理解できること． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ 大 ・ ・ な

で さ る地球

の について

に説明できること． 

大 ・ ・ な

で さ る地球

の について説明

できること． 

大 ・ ・ な

で さ る地球

の について説明

できない． 

評価項目  地球 の ・ の

現状を 学的 面から

に説明できること． 

地球 の ・ の

現状を 学的 面から

説明できること． 

地球 の ・ の

現状を 学的 面から

説明できない． 

評価項目  学物質の スクや

の 及び評価

について 理や が

に説明できる． 

学物質の スクや

の 及び評価

について基 的な 理

や が説明できる． 

学物質の スクや

の 及び評価

について基 的な 理

や が説明できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-4(d-1)： な分野の と技 を理解し 合的に する めの視野を ている

こと． 

○B-1(c)： 分野の基 となる を理解していること． 

 

教育方法等 

概要 科学技 の進 の生 に多大な を らしてき が で

大 ・ ・ な で さ る地球 を してき ．

工業 学物質による生態 や トの に する 在 して
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いる．本 で こ ら の実態を 学的 面から理解し の

・ について する． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

書（ ーポイントを む）による により授業を進め す． 

注意点 4 時 での 科 の理解が い 合 理解度を高めて くこと． 

の 上 に す授業 に して が 後することが

る． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 

地球の と生物   生 の と生物多 の重要 を学び

の の基本となる地球と生物 について理

解する． 

2 週 と   地球 と 生 について理解する． 

3 週 
と生  トや生物の生 に ける の重要 を

理解する． 

4 週 
と 全  の 要 や の 体 について理

解する． 

5 週 
大 と 全  大 の 要 や 体 について理解

する． 

6 週 
と生態   の 要 や の 体 について

理解する． 

7 週 
ニ ン  ニ ン の現状ついて理解す

る． 

8 週 
ニ ン  基本的な ニ ン の 理につい

て理解する． 

9 週 後期中   

10 週 
本大 を とす

る  

の現状・ について実 を基に理

解する． 

11 週 
学物質と  学物質事 事 や 事 について理解す

る． 学物質と の について理解する． 

12 週 

学物質 ・分析  学物質 や分析 の について理解す

る． 基 的な分析の 理について理解す

る． 

13 週 学物質の スク評価  学物質の スク評価の基本的 と の実
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について理解する． 

14 週 
学物質の生 と安全

理  

学物質の 体 について理解する． 

15 週 学   

16 週 テスト と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 高分 学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C012 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 科書： 
 ン クト高分 学 機能 高分 の解説を中心として

 
参 書： 
   新高分 科学 大  
  高分 の 学 野 か  
  かりやすい 高分 学 か  

担当者 大   

 
到達目標 

１． 分 と高分 の 質の いを理解し、高分 が する や分 について説明できる。 
２．高分 重合 について分 、 、 を理解し、合 よび生 する高分 の

等を説明できる。 
３．高分 について 、 、 質を理解し、機能 の よび応 について

説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 分 と高分 の 質

の いを理解し、高分

が する や分

について しい を

いて分 レベルで

確に説明できる 

高分 重合 につい

て分 、 、 を

理解し、合 よび

生 する高分 の

等を る 度 確

に説明できる 

分 と高分 の

質の いを理解し、高

分 が する や

分 について分 レ

ベルで説明できない 

評価項目  高分 重合 について

分 、 、 を理

解し、合 よび生

する高分 の 等

高分 重合 につい

て分 、 、 を

理解し、合 よび

生 する高分 の

高分 重合 につい

て分 、 、 を

理解し、合 よび

生 する高分 の
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を しい 現で 確に

説明できる 
等を る 度 し

く説明できる 
等を説明できない 

評価項目  高分 について

、 、 質を理解

し、機能 の よ

び応 について

しい 現で 確に説明

できる 

高分 について

、 、 質を理

解し、機能 の

よび応 につい

て る 度 しく説

明できる 

高分 について

、 、 質を理

解し、機能 の

よび応 につい

て説明できない 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

 
教育方法等 

概要 の身の りに 在する ラス ック、 、ゴムな す て高分

（ポ マー）と る物質で さ ている。 ラス ック

として 、スー ーマー ットな で ら るポ エ レンの 、

レンジ の ッ ー 、トレイ の発 ス ロール、 の ッ

ト トル、 の な 多くの が ら る。 で イロ

ンやポ エステルな 多くの合 が る。ゴムで 自動 の イ が

的に ら る。 、自 で 、 、 な の天 や、

物、 、動物の 、 な ン ク質や ルロースな の天 の高

分 からできている。 、 をつかさ る という高

分 で さ ている。このように高分 から ら ている物質 に

多く、 的に さ ている。 
 本 で 、このような高分 合物の す る 質や機能につい

て理解することを とする。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
書中心 

注意点 本科 で 基 学、 機 学、 機 学、生物工学な の総合的な基

が必要となる。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 高分 の基 （1） 高分 の 的 質について理解する 

2 週 高分 の基 （2） 高分 の分 、分 について理解する 

3 週 高分 の基 （3） 高分 の分 、 的 質について理解する 
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4 週 高分 の基 （4） 高分 の力学的 質、重合 について理解す

る 

5 週 高分 の重合 応 （1） 重合で る重 合、重 加について理解

する 

6 週 高分 の重合 応 （2） 重合で る 加 合、 重合で るラ

ジ ル重合の について理解する 

7 週 高分 の重合 応 （3） 重合で るラジ ル重合の 度 、 重

合について理解する 

8 週 高分 の重合 応 （4） 重合で る ビン 重合、 位重合につ

いて理解する 

9 週 高分 (1) ラス ック、 、

について、 質や な を理解する 

10 週 高分 (2) 、ゴム・エラストマーな の 的な高

分 について、 質や な を理解す

る 

11 週 機能 高分 (1) ・ 、 機能 、フ トレジ

スト 等の高分 の応 について理解

する 

12 週 機能 高分 (2) 、 高分 、 について、

高分 の のような が応 さ てい

るのかを理解する 

13 週 高分 の分  高分 の分 について理解する 

14 週 生体高分  物・動物 の高分 、 の高分

について理解する 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 物理 学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5C013 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 新しい基 物理 学：合 （ ） 

担当者  

 
到達目標 

１． の と の 力を説明できる． 
２． の 質を理解し 説明できる． 
３． 面 力を理解して 説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ の 力と 力学

的 の を説明で

き 力やエントロ

ー 等の がで

きる． 

の 力やエン

トロ ー 等の

ができる． 

の 力やエン

トロ ー 等の

ができない． 

評価項目  の 質を説

明できる． 13C に

よる時 分

と 合のエ ル ー

について説明でき

る． 

13C による時

の ができる．

応について説

明できる． 

13C による時

の ができない．

応について説

明できない． 

評価項目  面 力と 面の 力

学について理解し 説

明できる．

等 を理解し 説明

できる．  

面 力と 等

を説明できる． 
面 力と 等

を説明できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

 
教育方法等 

概要  物理 学の分野の中からここで 学 面 学につ

いて する． 
 面の物理 学を 得することが分 生物学の に くことのでき

ない のにな ているので 面現 を解 することを の 的とす

る． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 授業 基本的に の をとるが 授業 授業 に す通りで

る． 

注意点 こ での物理 学をよく理解して くことが重要で る． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 学の基本 学の基本となる や な につい

て説明できる． 

2 週  の し 力 ルンストの を理解

し 説明できる． 

3 週  さ な を理解し 説明できる． 

4 週 応 応の ブスエ ル ー を理解

し 説明できる． 

5 週 実  さ な実 を理解し 説明できる． 

6 週  の と 質を説明できる 

7 週 の 期 の 期と安 を説明できる． 

8 週 中   
9 週 による

 
の として 13C による時 がで

きる． 

10 週 分 と 合 分 と 合のエ ル ー を説明でき

る． 

11 週 面 力 ン ラ ラスの 等を いて 面 力を

理解し 説明できる． 

12 週 現  現 を理解し 説明できる． 

13 週 面の 力学 ブスの を いて 面の 力学を理解し 説

明できる． 
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14 週 等  ラン ミュアの 等 を理解し 説明でき

る． 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 分析 学  

 
科目基礎情報 

科目番号 5C014 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ４ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 2 に してい 分析 学の 科書 
ント 

担当者 中  

 
到達目標 

１． 度の ができる。 
２． の pH ができる。 
３． 基 解 よび からなる 学 を説明

できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 度の ができ 単

位 な 応 して

できる。 

度の ができる。 度の ができな

い。 

評価項目  解質・ 解質

の

の pH ができ

る。 

の pH がで

きる。 
の pH がで

きない。 

評価項目  学 応の を

て 基

解 よ

び からな

る 学 を説

明できる。 

基

解 よび

からなる

学 を説

明できる。 

基

解 よび

からなる

学 を説

明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 
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B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

 
教育方法等 

概要 分析 学の基 となる 基 、 、 解 、

を応 して、 学工業の ロ ス に し得る 学 につ

いて理解を める。 こで 本授業で ２ 生で学 分析 学を発 さ

大学 1 2 生レベルの分析 学を理解することを 的とする。 に

応に基 く分析 について理解を める。すな 学

の 学 と の分析 学 の応 について理解を める。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
を解くことで理解を めて らい い。 の めにレポートや

習 を す。 

注意点 卓を 参すること。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

or 

後期 

1 週 基 の基  基 の基 を理解できる。 

2 週 中の 基 応 中の よび 基の解 応を理解で

きる。 

3 週 pH による 学 の分  よび 基の pH による 学 の分 を理

解できる。 

4 週 解 の基  解 の基 を理解できる。 

5 週 解 の pH の 果 解 に ける pH の 果を理解できる。 

6 週 の基  の基 を理解できる 

7 週 の pHの

果 
に ける pH の 果を理解でき

る 

8 週 と 解

 
と 解 を理解できる 

9 週 の基  の基 を理解できる 

10 週 位 度による イ

ンの分  
に ける 位 度と イ ンの

度分 を理解できる 

11 週 応 と 生

 
と 解 を理解できる 

12 週 レート  レート を理解できる 

13 週 と  と を理解できる 

14 週 解 と  に ける pH 果を理解できる 
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15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80     20 100 

基礎的能力 40     10 50 

専門的能力 20     5 25 

分野横断的能力 20     5 25 
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教科名 学 学  

 

科目基礎情報 

科目番号 5C015 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 ミ ルエンジニア ン を実現できる工学 学工学 修

本 館 

学工学 解説と 習 学工学 書店 

学工学 本 明 4 学  

学 ロ ス工学 野 明 3  

担当者   

 

到達目標 

１． 析 ・ 分 等の 単位 について理解できる。 

２． 単位 を組 工業 ロ スに ける物質 エ ル ー の基本的

について理解できる。 

３．基本的 ロ スに ける 的な視 での評価について理解できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１  析

・ 分 等の 単

位 について理解で

き に説明すること

ができる 

 析

・ 分 等の 単

位 について理解で

きる 

 析

・ 分 等の 単

位 について理解で

きない 

評価項目   単位 を組

工業 ロ スに

ける物質 エ ル

ー の基本的

について理解でき

に説明することがで

きる 

 単位 を組

工業 ロ スに

ける物質 エ ル

ー の基本的

について理解できる 

 単位 を組

工業 ロ スに

ける物質 エ ル

ー の基本的

について理解できな

い 

評価項目   基本的 ロ スに

ける 的な視 での

評価について理解でき

に説明することが

できる 

 基本的 ロ スに

ける 的な視 での

評価について理解でき

る 

 基本的 ロ スに

ける 的な視 での

評価について理解でき

ない 
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学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

 

教育方法等 

概要 ４ でに履修し 学工学の をより実践的なレベル で高め

実 の 学工業の分野や 全技 分野 さらに 生 で してい

る に いて 学工学の が のように さ ているかを理

解する。 に 物質 エ ル ー の ならびに と

度的 さらに 的な視 での解析 の基本をし かりと理解

する。 的とする を 率よく生 する めに 体的な生 ロ

スで のような工 がなさ ているかを理解する。さらに 的とする

質の を生 する上で の単位 の組 合 の によ て

生 率や が な てくることについて 理解・認 する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

書による 習により授業を進め す。全体を通して 学工業分

野での 学工学的 の重要 を認 さ ることに重 を き す。 

注意点 ４ でに履修し 学工学 の について 時 に 自

習し 本授業の 習とと に 明 を明確にして授業に すること。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 
学工学の 要 学工学の 的と学 的位 け ならびに

に ける を理解する。 

2 週 

学 応 に ける

応 と の

（１） 

体 を いる 応 と 動

応 ならびに 応 の いと につ

いて理解する。 

3 週 

学 応 に ける

応 と の

（２） 

応 の 的 体 と の を理解す

る。 

4 週 

物質の分 （１） 学工業 ロ スに いて さ ている

的な分 の と分 の基本を理

解する。 

5 週 

物質の分 （２） 全技 に いて さ ている 的

な分 の と分 の を理解す

る。 

6 週 
エ ル ーの と

（１） 

ロ スの中のエ ル ーの を理解す

る。 
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7 週 
エ ル ーの と

（２） 

基本的なエ ル ー の について理

解する。 

8 週 期中   

9 週 学 ロ ス（１） 学 ロ スの を理解する。 

10 週 
学 ロ ス（２） ロ ス と運 理の基本を理解・

できるようになる。 

11 週 
事 （１） での 果を実 に できる技 に

発 さ ていく について理解する。 

12 週 
事 （２） で重要となる技 的ならびに 的

視 での について理解する。 

13 週 
学 工 学の

（１） 

の に して必要となる につ

いて理解する。 

14 週 
学 工 学 の

（２） 

学工学が のような をできるか

について理解する。 

15 週 期   

16 週 テスト と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 工学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C016 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 ント  

担当者   

 

到達目標 

１． の 及び生体 の機能について理解する． 

２． 加工の 理（ 学的 物理的 生 学的な ）について理解する． 

３． の の 理について理解する． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ の 及び生体

の機能について

に説明できること． 

の 及び生体

の機能について説

明できること． 

の 及び生体

の機能について説

明できない． 

評価項目  加工の 理につ

いて 学と け

に説明できるこ

と． 

加工の 理につ

いて説明できること． 

加工の 理につ

いて説明できない． 

評価項目  の の

理について に

説明できること． 

の の

理について説明で

きること． 

の の

理について説明で

きない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

 

教育方法等 

概要  生物が生きていくう で 重要で る． から 物を

事として体 に取り エ ル ーや 分を得ている．加工

よび の 加工 通 な の に 生物 自らの つ

分 による 学 応等によ て 質 が こる め の安

全で安 し の めに 加工 や が重要となる． で
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さ な 学分 や な の 取り ら ている． 工学で

を加工する意 を の つ や について理解でき

の生 を る の加工の ・技 安全 の高い を

り す め技 や理 が理解できることが重要で る． の安全を

る めの やシステムについて 理解できるようにする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

を中心に授業を進める。 

注意点 工学で こ でに の科 で習得し 学や生物の や技 が

応 さ ている め こ でに履修し 科 について理解度を高めて

くこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
シラバス説明 

工学の 的 

が本 ている意 を理解し

を加工する 的を理解する． 

2 週 
の 機能 の 機能（ 分）について理解す

る． 

3 週 
の 機能 の 機能（ 分）について理解す

る． 

4 週 
の 機能 の 機能（生体 機能 分）につ

いて理解する． 

5 週 
機能 について 機能 について 度を理解す

る． 

6 週 
質の と

度 

JASや 生 な の の 質に する

や について理解する． 

7 週 
HACCP 及び ISO HACCP 及び ISOの 度を基に の安全 理

について理解する． 

8 週 
加工の  加工の （ 学的 物理的 ）

について理解する． 

9 週 後期中   

10 週 

テスト  

加工の  

中 テストの の で理解 で

とこ （テストで明確 さ とこ ）の

を 確に理解する． 

加工の （生物的 技 ）に

ついて理解する． 

11 週 の 質 と の の 質 の と と理解する． 
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12 週 
生物による の

 

生物の生育 を理解し や 中 に

ついて理解する． 

13 週 
の  pHな な を応 し 生物の

について理解する． 

14 週 
の  な による の について理

解する． 

15 週 期  

16 週 テスト と解説 期 テストの の で理解 で

とこ （テストで明確 さ とこ ）の

を 確に理解する． 

 

評価割合 

  発  互評価 態度 ポート 

フ  

の  合  

総合評価 合 100      100 

基 的能力        

的能力 100      100 

分野 的能力        
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教科名 生物 工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C017 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 ２ 

教科書／教材 ント  

担当者   

 
到達目標 

１．生物を する分 と の基本的 質について説明できる． 
２． を む 応機 を理解し 説明できる． 
３． 質バイ マスについて理解し 説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 生物を する分 の

基本的 質について説

明でき 分 の

を説明できる． 

生物を する分

の基本的 質につい

て説明できる． 

生物を する分

の基本的 質につい

て説明できない． 

評価項目  ン マンの基本的

応機 と を む

の 応機 を理解

し 説明できる． 

ン マンの基本的

応機 と を

む 応機 を理解し

説明できる． 

ン マンの基本的

応機 を説明でき

ない． しく を

む 応機 を説明

でない． 

評価項目  質バイ マスについ

て基本的 質を理解

し 説明できる．

の応 について説明

できる． 

質バイ マスにつ

いて基本的 質を理

解し 説明できる． 

質バイ マスの基

本的 質を説明でき

ない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 
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教育方法等 

概要 学と工業の発 により 生 や 等の分野で大きな を

けてき ．しかし 学と工業の発 を てき エ ル ー で り

多くの の となる について や地球 等の

の 面や の な な が 在 しつつ る．このよう

な の中で 生 能な で る生物 の重要 後 す す

大きくなると る． 

 生物 と 質 や な生体 の 生物質な が

り こ らを い 新 な技 や 業が さ ている．ここで 生物

を い 新 新 新技 の 発 の を学び の重要

を理解することを とする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業 基本的に の をとるが 授業 授業 に す通りで

る． 

注意点 こ での生物工学 の科 をよく理解して くことが重要で る． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 生 の分 理 生物 の分 が 意に 合することによ

て さ ない の 質を ている．こ

らの生物の 質について説明できる． 

2 週 生体分  生体分 を している主な 学 理を理解

し 説明できる． 

3 週 と生体分 との  分 と のイ ン 生 物 や の

ン ク質 質を むす ての 分

の や 質に大きく することを説明で

きる． 

4 週 ン マン機  学 応に ける ン マンの 応機 を理

解し 説明できる． 

5 週 応 応機 を理解し 説明できる． 

6 週 応と  応に が 在する 合の 応機

を説明できる 

7 週 バイ マス バイ マスの分 分について説

明できる． 

8 週 中   
9 週  バイ マスの や発 を する

ことができる． 
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10 週 質バイ マス の 質バイ マスとしての を理解し

説明できる． 

11 週 分の分  分の分 ロ スについて説明で

きる． 

12 週 による  を い 技 について説明できる 

13 週 による  を い 技 について説明でき

る． 

14 週 学工業 による について説明で

きる 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 エ ル ー工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C018 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位 30/45）  

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 ・エ ル ー工学要  力 学  

担当者 本 明 

 
到達目標 

１．エ ル ーに する基 を理解できる． 
２．エ ル ーに する現状と について説明できる．  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ エ ル ーに する基

を 分に理解で

きる． 

エ ル ーに する

基 を理解でき

る． 

エ ル ーに する

基 を理解でき

ない． 

評価項目  エ ル ーに する現

状と について

に説明できる． 

エ ル ーに する

現状と につい

て説明できる． 

エ ル ーに する

現状と につい

て説明できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

B-2( -1)： 分野の を理解していること． 

 
教育方法等 

概要 現 に ける,エ ル ー の確 と 全について理解を め,

・エ ル ー・ の について学 ． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
科書に ている基本的な を説明し 後 最新の新 事やニュー

スな を する．必要に応じて に意 を て らう． や

心を て らう授業にする． 

注意点 新 や 、TVのニュースで取り上 ら るエ ル ーに する に

心を エ ル ーと の りについて 分 意を うことが大

で る．最 後期2 の の けで する． 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 エ ル ーの基 １ 
エ ル ーに する基 的事 を説明できる． 

エ ル ー の について理解できる． 

2 週 
エ ル ーの基 ２ 

のエ ル ー の現状 よび につ

いて説明できる． 

本のエ ル ー について説明できる． 

3 週 
エ ル ー１ 

エ ル ーの基本事 を説明できる． 

と の エ ル ーの実態について

理解できる． 

4 週 
エ ル ー２ 

天 ス シ ール イルな の エ ル

ーの実態について説明できる． 

エ ル ーの を理解できる． 

5 週 エ ル ー１ 
発 システムの基本事 を理解できる． 

の 力事 について理解できる． 

6 週 エ ル ー２ 
の現状と を理解できる． 

力自 について説明できる． 

7 週 習と 習 
での 習と の を解 し

での を理解できる． 

8 週 後期中   

9 週 
自 エ ル ー１ 

自 エ ル ーの基本事 を理解できる． 

力 地 エ ル ーの現状と を

説明できる． 

10 週 
自 エ ル ー２ 

力 バイ マス の 新エ ル ーの現状

と を説明できる． 

自 エ ル ーの を説明できる． 

11 週 エ ル ー１ 
力発 の基本事 を理解できる． 

力発 の現状と について説明できる． 

12 週 
エ ル ー２ 

サイクルと 物 理の現状と

を理解できる． 

の最 分について説明できる． 

13 週 
エ ル ー１ 

エ の基本事 を理解できる． 

エ ル ー生 率の向上 エ ル ーの

について現状と を説明できる． 

14 週 
エ ル ー２ 

が の エ の実 と を理解できる． 

身 なとこ での エ の必要 な を説明

できる．  

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

100



専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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 機能材料工学Ⅱ 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C019  選択 

授業形式 授業  ２（学修単位 15/45） 

開設学科 物質工学科（物質 ース）  ５ 

開設期 期  １ 

教科書／教材 新 １( ) 育 発 ン ー ビ 全 高 の

で  

担当者   

 

到達目標 

１ 物理や 学の を とに 機能 の と の機能の発現 理について説明できる。 

２ いくつかの機能 の について説明できる。 

３ 機能 の を の応 を できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学習し 機能 の

と の機能の発

現 理について

に説明できる。 

いくつかの機能

の と の機能の

発現 理について説

明できる。 

機能 の と

の機能の発現 理に

ついて説明できない。 

評価項目  いくつかの機能

の について

や を

めて説明できる。 

いくつかの機能

の について

説明できる。 

機能 の

について説明できな

い。 

評価項目  機能 の を

の応

を でき、応 に

ての 、 の

を解 する

めに必要な事 を

できる。 

機能 の を

の応

を できる。 

機能 を い

の応 を で

きない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

○A-3(f)： かつ に 解・ 現ができること． 

○B-4(d-1)： な分野の と技 を理解し 合的に する めの視野を ている

こと． 
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教育方法等 

概要  、 ラミック 、高分 よび らの 合

に大 さ る。 に、 の から り、 の な によ

り自 から り さ 、 の進 に しく してき 。すな 、

の に比 て加工 が く、 や の 体で り、合

にすることによ て しく 質が向上することな の を て

り、 の最 し い で る。物質工学 技 に を

発 よび生 する能力、 るい 、 を応 して物質を する

能力が要 さ る。本授業で の基 的な よび先 機能

をビ で学び、 業後、物質工学 技 として 事をしていく上

で必要な基 能力を う。  

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 学生 授業中にビ よび の 説明により ートを

し、 の ート 授業 に ・ し、 に を する。

科書 授業 の 習 よび 習に し、授業中 ない。この授

業 により、 習の重要 と重要な 分をす やく する能力を修得

する。こ より、 に いて 事を進めて行く上に 、 習が最 重要

で ることを認 する。 、学 先 機能 を応 し を

し、 レ ンテーシ ンを行うことによ て、 本 による ミュニ ー

シ ン・発 能力を て らう。 

注意点 工学の基 を することが しい。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 の基 １ 結合と結 を説明できる。 

2 週 の基 ２ の物 について説明できる。 

3 週 合 １ 合 による ついて説明できる 

4 週 
合 ２ 合 による物 の について説明でき

る。 

5 週 合 １ 合 の 質について説明できる。 

6 週 合 ２ 合 の加工と応 を説明できる 

7 週 ア ルフ ス合 １ ア ルフ ス合 の を説明できる。 

8 週 後期中   

9 週 ア ルフ ス合 ２ ア ルフ ス合 の 質を説明できる。 

10 週 状 合 １ 状 合 の 質を説明できる 

11 週 状 合 ２ 状 合 の と応 を説明できる。 
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12 週 合 １ 合 の を説明できる。 

13 週 合 ２ 合 の と応 を説明できる 

14 週 
レ ンテーシ ン 機能 の を て、新しい を

し、説明できる 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 85 15     100 

基礎的能力        

専門的能力 85 10     95 

分野横断的能力  5     5 
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教科名 応工学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C020 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位 15/45） 

開設学科 物質工学科（物質 ース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 応工学 本  館 

担当者   

 

到達目標 

１． 応の分 分 と 応 の 応 物質の な について

理解できている。 

２． 応 度の に ける 応機 と 度 の について理解できている。 

３． 応 について 的に ることができ を理解できている。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１  応の分 分

と 応 の

応 物質の

な について理解で

き に説明すること

ができる 

 応の分 分

と 応 の

応 物質の

な について理解で

きている 

 応の分 分

と 応 の

応 物質の

な について理解で

きていない 

評価項目   応 度の に

ける 応機 と 度

の について理解

でき に説明するこ

とができる 

 応 度の に

ける 応機 と 度

の について理解

できている 

 応 度の に

ける 応機 と 度

の について理解

できていない 

評価項目   応 について

的に ることが

でき を理解

でき さらに に説明

することができる 

 応 について

を て り

を理解できてい

る 

 応 の

よび につい

て説明ができない 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-1(c)： 分野の基 となる を理解していること． 

B-4(d-1)： な分野の と技 を理解し 合的に する めの視野を ている

こと． 
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教育方法等 

概要 学や物理・ 学で習得し を組 合 て 学 応を いる工

業 応 に ける 応 の基本事 を理解する。さらに 図解 によ

る 応 について習得する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

書による を中心に 習 を解きながら理解を め す。図解

で 実 に 図を行ない 的解 との比 を行い す。 

注意点 物質工学科４ 後期での 応工学実 に いて 分 応な 実 の

現 を して り 解析 等を理解していることが しい。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
応工学の 要 分 と 応 の について

理解できている。 

2 週 
応の分 （１） 単 応と 合 応 応と 応につ

いて理解できている。 

3 週 
応の分 （２） 応と 応について理解できてい

る。 

4 週 
応 度の （１） 単 応 よび 合 応の 応 度 や 応

度 について理解できている。 

5 週 
応 度の （２） 中 体の取 いや 状態 につい

て 理解できている。 

6 週 
応 度の （３） 応や 応の 応 度 について理

解できている。 

7 週 
応 度の （４） や自 応について理解で

きている。 

8 週 後期中   

9 週 
応 の

（１） 

応 分の 応率 分の 度や分

を す について理解できている。 

10 週 
応 の

（２） 

応 の を把握し 物質 について

理解できている。 

11 週 
応 の

（３） 

応 よび 応 の

を基に 応 の 能を理解できている。 

12 週 
応 の と

（１） 

応 の に いて 的解

を理解できている。 

13 週 応 の と 応 の に いて 図解 を理
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（２） 解できている。 

14 週 
応 の と

（３） 

応 の に ける を理解で

きている。 

15 週 学   

16 週 テスト と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 10      10 

専門的能力 70    20  90 

分野横断的能力        
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教科名 物質工学 習 

 

 

科目番号 5C021 科目区分 選択 

授業形式 習 単位数 ２（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科（物質 ース） 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 ント 

担当者 期： 中 後期： 中  

 

到達目標 

１．物質工学 ースのいくつかの科 、主として 機 学、分析 学、物理 学、 機 学、

学工学 よび の の 学に し 習 を解き 習を通して基 的な理 ・ 理

を習得する。 

２． 学 科 の基 的な理 ・ 理を して、 ー を解析し、工学的に し、かつ

説明できる。 

３． 実 から得ら る ー の 的 るい 的取り い を説明できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 物質工学 ースのい

くつかの科 に

し 応 的 習

を 80％解くことがで

きる。 

物質工学 ースのい

くつかの科 に

し 基 的 習

を 60％解くことがで

きる。 

物質工学 ースのい

くつかの科 に

し 基 的 習

を 60％ しか解く

ことができない。 

評価項目  学 科 の基 的

な理 ・ 理 らを

して、 ー を

確に解析し、工学的に

し、かつ説明でき

る。 

学 科 の基 的

な理 ・ 理を し

て、 ー を解析し、

工学的に し、かつ

説明できる。 

学 科 の基 的

な理 ・ 理 らを

して、 ー を

確に解析し、工学的に

し、かつ説明でき

ない。 

評価項目  実 から得ら る

ー の 的

るい 的取り

い を説明ができ

を しく取り

うことができる。 

実 から得ら る

ー の 的

るい 的取り

い を説明できる。 

実 から得ら る

ー の 的

るい 的取り

い を説明できな

い。 
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B-3(d-2)：実 ・実習等の を理解・実行・ できること．  

 

教育方法等 

概要  物質工学 ースのいくつかの科 、主として 機 学、分析 学、物理

学、 機 学、 学工学 よび の の 学に し 習 を取り

上 る。 の 習 を 多く解くことによ て、 で学 できて

く理解していないか、 るい すでに てし 分野の 習と な

る。 習を通して基 的な理 ・ 理が習得さ ることを とする。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

期 と 習を行う。 習で 卓を いること るので

参すること。 

後期 習を中心とし め さ を でに解いて くこ

と。4 度の を し について から 1 し 解

説して らうので からない について で 合 て理解して

くこと。 の 授業中に ルー ーク との レ ンテーシ ン

実 する。 

注意点 機 学、分析 学、物理 学と 機 学、 学工学な の基本的事 の

理解が必要で る。レポートや 習 を すので 授業時 に解 し

て くこと。 

期 80％ 習 20％で評価する。 

後期 80％ 習 10％ レ ンテーシ ン 10％で評価

する。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 エンテーシ ン  

2 週 
物理 と単位 についての 習 を解くことができ

る。 

3 週 
 についての 習 を解くことができ

る。 

4 週 
の め  についての 習 を解くことができ

る。 

5 週 
と  についての 習 を解くことができ

る。 

6 週 
と  についての 習 を解くことができ

る。 

7 週 り し に ける についての 習 を解くことができ
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の取り い る。 

8 週 期中   

9 週 
に る  

 

についての 習 を解くことができ

る。 

10 週 
確かさの と

り 

についての 習 を解くことができ

る。 

11 週 
度の単位（１）：分率 についての 習 を解くことができ

る。 

12 週 
度の単位（２）： ル

度 

についての 習 を解くことができ

る。 

13 週 
度単位の  についての 習 を解くことができ

る。 

14 週 
実 結果の ラフ  についての 習 を解くことができ

る。 

15 週 期期  

16 週 テスト と解説  

後期 

1 週 エンテーシ ン  

2 週 
の  についての 習 を解くことができ

る。 

3 週 
分 と 学結合 についての 習 を解くことができ

る。 

4 週 
体・ 体・ 体 についての 習 を解くことができ

る。 

5 週 
 についての 習 を解くことができ

る。 

6 週 
学 応（1） についての 習 を解くことができ

る。 

7 週 
学 応（2） についての 習 を解くことができ

る。 

8 週 後期中   

9 週 
と 基 についての 習 を解くことができ

る。 

10 週 
pH と中 （1） についての 習 を解くことができ

る。 

11 週 
pH と中 （2） についての 習 を解くことができ

る。 

12 週 
 についての 習 を解くことができ

る。 

13 週 
の 分野 についての 習 を解くことができ

る。 

14 週 
レ ンテーシ ン について し レ ンテーシ ンを

で協力し実 できる。 
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15 週 学  

16 週 テスト と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80 10   10  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    10  90 

分野横断的能力  10     10 
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教科名 生物工学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C022 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位 15/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 期 週時限数 １ 

教科書／教材 生物学  学  

担当者   

 

到達目標 

１． 生物の 的な 質を理解する． 

２． 生物の や取り い を理解する． 

３． 生物を する工業技 について理解する．  

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 生物の 的な

質を理解し に説

明できること． 

生物の 的な

質を理解し説明でき

ること． 

生物の 的な

質を理解し説明でき

ない． 

評価項目  生物の や取

り い について

に説明できること． 

生物の や取

り い について説

明できること． 

生物の や取

り い について説

明できない． 

評価項目  生物を する工

業技 について

に説明できること． 

生物を する工

業技 について説明

できること． 

生物を する工

業技 について説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

 

育 等 

概要  生物を し な を けて ．現在で 生

生 な な分野に いて 生物が さ ている．

に いて 生物 等の基 に いて 必要

な のとな ている．しかしながら 生物 に して に な

ので なく の の とな り 生体 に いて 生物に

よ て になり 合によ て 生物の する 等によ て生
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を ること る．この めに 生物を な工学的分野で に

する めに 生物について理解すること 重要で る． 本科 の

生物工学の基本となる 生物について 生物の生物 に ける位

け 生物の分 生物の 取り い 等の基 的な 生物学

が 分理解できること． いて 生物に して基 的な 質について理解

し 上で 生物工業の実 を取り上 生物の工業的 や技

ついて理解できることで る．  

授業の進め方と 

授業内容・方法 

を中心に授業を進める。 

理解度を高める めにいくつかの ントを する． 

注意点 生物 学 生物工学基 生体 工学な 生物 の 科 と が

い め 科 の理解度を高めて くこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
シラバス説明 

生物学の  

生物の発 から 生物 の主な つい

て理解する． 

2 週 生物の と  生物の と について理解する． 

3 週 
生物の と  生物（ ビ、 ）の と につ

いて理解する． 

4 週 
生物の取り い 生物の 及び安全 について 理

解する． 

5 週 
生物の  地の 分 地の について理解す

る． 

6 週 
生物の  につて理解する．自

からの 生物の分 について理解する． 

7 週 
生物の  生物の （ ） の につ

いて理解する． 

8 週 
生物の  生物の育 （ 質

合）について説明できる 

9 週 後期中   

10 週 

テスト  

の分  

中 テストの の で理解 で

とこ （テストで明確 さ とこ ）の

を 確に理解する． 

の分 について理解する． 

11 週 
生物による  アル ール発 について説明でき の

の について理解する． 
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12 週 加工と 生物 加工と 生物の について理解する． 

13 週 
生物による生理

物質の生  

生物質や生理 物質と の 生物による

生 について理解する． 

14 週 
生物による  生物を い 理・バイ レ エ

ーシ ンについて理解する． 

15 週 期  

16 週 テスト と解説 期 テストの の で理解 で

とこ （テストで明確 さ とこ ）の

を 確に理解する． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        
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教科名 生体高分 工学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C023 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位 15/45） 

開設学科 物質工学科（生物 ース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 Essential 生物学  

ブルース 機 学 説 ２ 学  

担当者   

 

到達目標 

１ 物、 ン ク質、 、 質について、生体 での機能と 学 ・ 質を結び

つけて理解できる。 

２ の ・ 質・ 、生体 に ける を理解できる。 

３ 物質の とエ ル ーの りを結びつけて理解できる。 

４ 生体の を するしく を理解できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 物、 ン ク

質、 、 質につい

て、生体 での機能と

学 ・ 質を結び

つけて理解し、説明で

きる。 

物、 ン ク

質、 、 質につい

て、生体 での機能と

学 ・ 質を結び

つけて 理解して

いる。 

物、 ン ク

質、 、 質につい

て、生体 での機能と

学 ・ 質を結び

つけて理解できてい

ない。 

評価項目  の ・ 質・

、生体 に ける

を理解し、説明でき

る。 

の ・ 質・

、生体 に ける

を 理解してい

る。 

の ・ 質・

、生体 に ける

を理解していない。 

評価項目  物質の とエ ル

ーの りを結び

つけて理解し、説明で

きる。 

物質の とエ ル

ーの りを結び

つけて 理解して

いる。 

物質の とエ ル

ーの りを結び

つけて理解していな

い。 

評価項目  生体の を

するしく を理解し、

説明できる。 

生体の を

するしく を 理

解している。 

生体の を

するしく を理解し

ていない。 

 

学科の到達目標項目との関係 
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B-2(d-1)： 分野の を理解していること． 

 

教育方法等 

概要 生 現 を るう で、生物を している物質の と機能、生体

分の合 と 、 、こ らの に る生 学的 応

機 等を明らかにすること 生 現 の本質を るう で に重要で

る。生物体を する基本的な す ての生物に 通で り、アミ

、 質、 質、 クレ ドとよ る生体分 で り、こ らを基

本単位として生体高分 を している。 

本科 で 、こ ら生体高分 と らの 要 の 学 や 質に

ついて理解し う で、生体 でこ らの生体高分 が分 レベルで の

ように し、機能しているかを理解し、生体に ける生体高分 の意 、

重要 について く る を得ること とする。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 中 で ２ 生の生物、３ 生の生物 学、生物工学基 、４

生の生体 工学、生物工学と重 する 分 ることから ルー ー

クと とで進める。中 を中心に授業を進める。 

 シラバスに授業 、 が して るので、 習し

て授業に むこと。 

 科書に の が るので、 で解き進めて、 の理解

の を かること。時 、 の を するので、 で解き

進めて、 の理解の を かること。 

注意点  ２ 生の生物、３ 生の生物 学、生物工学基 、４ 生の生体 工

学、生物工学を基 とする科 で ることから、こ らの科 の理解度が

い学生 、こ らの科 の理解度を 分に て くこと。 、３

生の 機 学１、物理 学１、４ 生の 機 学２、物理 学２の理解度

本科 修得の基 となるので、こ らの科 の理解度が い学生 、こ

らの科 の理解度 分に て くこと。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 エンテーシ ン 

の 学 分（ 学結

合） 

 

生体物質に重要な い 学結合（ 結合、

イ ン結合、 互 等）の 学を理

解している。 

2 週 の 学 分（

の分 ： 質、 の

単 の 学 、 体について理

解している。 
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大分 ：多 ） 単 の と シド結合の について

理解し、 を いて説明できる。 

多 の 、機能を説明できる。 

3 週 の 学 分（

の分 ： 、 の

大分 ：ポ クレ

ド） 

の 学 を理解している。 

クレ ドの と ス ジエステル結合

の について理解し、 を いて説明

できる。 

ポ クレ ドの 、機能を説明できる。 

4 週 の 学 分（

の分 ：アミ 、

の 大分 ： ン ク

質） 

ン ク質の機能と

（ ン ク質の と

） 

アミ の 学 、 体につい

て理解している。 

アミ の と ド結合の につい

て理解し、 を いて説明できる。 

ン ク質の 体 （ ・ ・ ・

）について理解し、説明できる。 

5 週 ン ク質の機能と

（ ン ク質の ら

くしく 、 ン ク質を

するしく ） 

ン ク質の機能について理解している。 

の と 基質 合体について理解

し、 の らき について を て説

明できる。 

ン ク質を するしく について理解し

ている。 

6 週 ン ク質の機能と

（ ン ク質の

） 

の 学 分（

の分 ： ） 

の （ 質 重 、

ン ク） 

ン ク質の 機能 、解析について

を て説明できる。 

 

の 学 を理解している。 

ト アシル ロールの 、エステル結

合の 、 ン について理解し、 を

いて説明できる。 

ン 質の 、 質 重 を説明できる。 

ン ク質と球状 ン ク質の につい

て 理解し、 らの いを説明でき

る。 

7 週 のエ ル ー  

自 エ ル ーと

 

力学 １ 、 ２ と の 応の

を理解し、説明できる。 

生体 の 応と自 エ ル ー （ ）

について理解し、説明できる。 
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8 週 中   

9 週 （ の 理、

体と の機能） 

を通しての物質 による の

について理解している。 

ポン と ルの 理を理解する。 

ポン の機能について理解し、 らを

ルの と けて説明できる。 

10 週 （イ ン ル

と 位） 

イ ン ルの機能について理解し、

らを ルの と けて説明でき

る。 

ッ クラン の 理を理解している。 

位とエ ル ーの を理解している。 

11 週 （ のイ

ン ルとシ ル

） 

のイ ン ルとシ ル に

ついて理解している。 

12 週 の （

シ ル の

理） 

物質と の 体の らきを理解

している。 

シ ル （ 分 ・ ラク ン

・ ・ ）について理解している。 

13 週 の （ ン

ク 体） 

物質と の 体の らきを理解

している。 

ン ク 体の らきと

物質を理解している。 

14 週 の （

体） 

物質と の 体の らきを理解

している。 

体の らきと 物質

を理解している。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 生物工学 習 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C024 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位 30/45） 

開設学科 物質工学科（生物 ース） 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数 １ 

教科書／教材 The Biology Coloring Book/Harper Collins 

担当者  明 

 

到達目標 

１ 生体物質の生物 学を基本的な による で理解していること。 

２ の 質 よび を基本的な による で理解していること。 

３ ントラルド マ よび ・ 基本的な による で理解している

こと。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 生体物質の生物 学

を基本的な

による で理解し、

基本的な を

い で説明で

きる。 

生体物質の生物 学

を基本的な

による で理解で

きる。 

生体物質の生物 学

を基本的な

による で理解で

きない。 

評価項目  の 質 よび

を基本的な

による で理解

し、基本的な

を い で説明

できる 

の 質 よび

を基本的な

による で理解

できる。 

の 質 よび

を基本的な

による で理解

できない。 

評価項目  ントラルド マ

よび ・

基本的な に

よる で理解し、基

本的な を

い で説明でき

る 

ントラルド マ

よび ・

基本的な に

よる で理解でき

る。 

ントラルド マ

よび ・

基本的な に

よる で理解でき

ない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

B-3(d-2)：実 ・実習等の を理解・実行・ できること． 
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教育方法等 

概要  生物工学の基本的な の理解を めるとと に、 での を

習得する。 の を い の 本 よび で理解する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

の と を中心に進める。 

の授業に て を行うことから、事 に 科書を 習し、分

からない単 等について て くこと。授業に合 て、単 ・

の テストを行い理解の を かるので、授業後に 科書の図を

し、 比 て 習 行うこと。 

注意点 4 時 での 科 の理解が い 合 、理解度を高めて くこと。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 
Carbohydrates I の 質・基本 を 本 ・ で理解す

る。 

2 週 Carbohydrates II の 体 を 本 ・ で理解する。 

3 週 Carbohydrates III 多 の 質・ を 本 ・ で理解する。 

4 週 Lipids 質の 質・ を 本 ・ で理解する。 

5 週 

Amino acids  

Introduction to 

Protein 

アミ の 質・ よび ドの

を 本 ・ で理解する。 

6 週 
Protein structure I ン ク質の１ ・２ を 本 ・

で理解する。 

7 週 
Protein structure II ン ク質の３ ・４ を 本 ・

で理解する。 

8 週 中   

9 週 Enzyme properties の 質を 本 ・ で理解する。 

10 週 Enzyme action の を 本 ・ で理解する。 

11 週 Enzyme cofactors について 本 ・ で理解する。 

12 週 Metabolism について 本 ・ で理解する。 

13 週 Metabolic pathways の進行について 本 ・ で理解する。 

14 週 Glycolysis 解 を 本 ・ で理解する。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

後期 1 週 DNA base pairing DNA の ・ を 本 ・ で理解す
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る。 

2 週 The double helix 重ら を 本 ・ で理解する。 

3 週 DNA replication を 本 ・ で理解する。 

4 週 DNA transcription を 本 ・ で理解する。 

5 週 Protein synthesis ン ク質合 を 本 ・ で理解する。 

6 週 The genetic code ードを 本 ・ で理解する。 

7 週 Gene function の機能について 本 ・ で理解す

る。 

8 週 中   

9 週 Animal cell 動物 の を 本 ・ で理解する。 

10 週 Plant cell 物 の を 本 ・ で理解する。 

11 週 Prokaryotic cells の を 本 ・ で理解する。 

12 週 The fluid mosaic model 生体 の ・機能を 本 ・ で理解す

る。 

13 週 Nucleus and 

endoplasmic reticulum 

・ 体の ・機能を 本 ・ で理

解する。 

14 週 Mitochondria and 

Chloroplast 

ミト ンド ア・ 体の ・機能を 本

・ で理解する。 

15 週 期  

16 週 テスト と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80     20 100 

基礎的能力        

専門的能力 80     20 100 

分野横断的能力        
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教科名 学 実習 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C025 科目区分 選択 

授業形式 実習 単位数 1-2 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通  週時限数  

教科書／教材  

担当者 5C  

 

到達目標 

１．実習現 に いて 現 から ら に し、 の本質を理解できること． 

２．実習現 に いて 現 から ら に し 自ら取り組 実習現 に

いて する実 上の を解 し、 に 応することができること． 

３．実習の 果を 発 よびレポートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ 実習現 に いて 現

から ら

に し、 の本質を

明確に理解できること． 

実習現 に いて 現

から ら

に し、 の本質を

理解できること． 

実習現 に いて 現

から ら

に し、 の本質を

理解できない． 

評価項目  実習現 に いて 現

から ら

に し 主体的に取

り組むことができ 実習

現 に いて する

実 上の を解 す

る めの な 応が

できること． 

実習現 に いて 現

から ら

に し 取り組むこ

とができ 実習現 に

いて する実 上の

を解 する めの

応ができること． 

実習現 に いて 現

から ら

に し 自ら取り組

むことができない． 

評価項目  実習の 果を 発

よびレポートで

に説明できること． 

実習の 果を 発

よびレポートで説明

できること． 

実習の 果を 発

よびレポートで説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

C-1(d-4)：自ら を発 し の本質を理解できること. 

A-3(f)： かつ に 解・ 現ができること.  

B-2(d-1)： 分野の を理解していること. 

 

教育方法等 
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概要 中の 1 週 度 業や に ける の とで テーマ

を らい 実 や分析 を行う． する に実 での体 を む

ことにより で学 学力を すとと に 先を選 ときの選

とする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

先にて実習を行う． 先にて実習を行う． 

の実習に し かり をして むこと． 

注意点 実習期 5 で 1単位 10 で 2単位とする． 

評価 実習 書 よび学 実習 での発 により の

について総合的に評価する． し 必要に応じて け 先からの評

価 加 する． 

実習で ら に して の本質が さ か． 

実習で ら に して 自ら取り組 ことが さ てい

か． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 

2 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 

3 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 

4 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 

5 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 

6 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 

7 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 

8 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 

9 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 

10 週 
先での実習 実習現 に いて 現 から ら

を理解 取り組むことができること． 
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11 週 
書  行 実習についてレポートに とめること

ができる． 

12 週 
書  行 実習についてレポートに とめること

ができる． 

13 週 
発  実習 について発 の めの が で

きる 

14 週 
発  実習 について発 の めの が で

きる 

15 週 発  実習 を で説明でき 質 に して応

できること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名  

 

科目基礎情報 

科目番号 5C026 科目区分 選択 

授業形式 習 単位数 １ 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通期 週時限数 １ 

教科書／教材  

担当者 科  

 

到達目標 

１． テーマに する 的を把握し 取り組む の を理解できる． 
２． テーマに する を解 する めに を て 実 等を行い を進めるこ

とができる． 
３．得ら 果を 発 よびレポートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ に する

・ を テーマ

に する 的を把

握し 取り組む の

を明確に理解できる． 

に する 的

を把握し 取り組む

の を理解できる． 

に する 的

を把握し 取り組む

の を理解できる． 

評価項目  を解 する め 主

体的に を て 実

等を行い を進める

ことができる． 

を解 する めに

を て 実 等を行

い を進めることが

できる． 

を解 する めの

を てることがで

き を進めること

ができない． 

評価項目  得ら 果を

発 及びレポートで

分かりやすく しく説

明できる． 

得ら 果を

発 及びレポートで

説明できる． 

 

得ら 果を

発 及びレポートで

説明できない． 

 

 

学科の到達目標項目との関係 

C-2(e)：身につけ と実践力を し を解 できること． 

○C-1(d-3)：自ら を発 し の本質を理解できること． 

○C-2(h)：身につけ と実践力を し を解 できること． 
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教育方法等 

概要 自らが を テーマについて を行う． 

主に 中に自らテーマを めて する にアドバイスを ら

い 実 や分析 を行う． で学 学力や技 を すとと に新

に の について学習し 解 能力や 技 を身につける． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

自らテーマを して実 や 等を 進める． 

注意点 発 での発 の よび要 レポートで総合評価する。 

評価基 について 単位修得 合 による．評価 5 評価で行い 3 

上を合 とする．  

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

期 

1 週 テーマの  を行う めのテーマが できる 

2 週 
の  の について の本質が理解

できる． 

3 週 
実  を する めの が でき

る． 

4 週 実 の実  を基に実 を行うことができる． 

5 週 実 の実  を基に実 を行うことができる． 

6 週 実 の実  を基に実 を行うことができる． 

7 週 実 の実  を基に実 を行うことができる． 

8 週 実 の実  を基に実 を行うことができる． 

9 週 
実 結果の  得ら 果を 理し することができ

る． 

10 週 
実 結果の  得ら 果を 理し することができ

る． 

11 週 
書の  得ら 果をレポートに とめることがで

きる． 

12 週 
書の  得ら 果をレポートに とめることがで

きる． 

13 週 
発 の  得ら 果を基に発 の と発

を ることができる． 

14 週 
発 の  得ら 果を基に発 の と発

を ることができる． 
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15 週 発  得ら 果を発 し 質 に して応 で

きる． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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